
沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項

１ 方針

沖縄県立高等学校入学者選抜は、高等学校及び中学校教育の正常な発展を期し、公正かつ

妥当な方法で、各高等学校及び学科等で学ぶための能力や適性等を適切に判定し、入学者を

選抜するために、次の方針に基づいて実施する。

(1) 選抜は、入学志願先の高等学校長（以下「志願先高等学校長」という。）が学校教育法施

行規則（昭和22年文部省令第11号）第90条の規定により行う。

(2) 選抜は、入学志願者（以下「志願者」という。）が募集定員を超過すると否とにかかわら

ず行う。

(3) 学力検査は、中学校における国語、社会、数学、理科及び英語の５教科について、特色選

抜及び一般選抜志願者全員に対して行う。なお、英語については、聞き取り検査を実施す

る。

(4) 各高等学校においては、学校独自の計画に基づき、学力検査等を一部付加し、実施するこ

とができる。

(5) 一斉に実施する学力検査の問題は県教育委員会が作成し、各高等学校において一部付加し

て実施する学力検査問題等は各高等学校が作成する。

２ 特色選抜

(1) 出願資格

中学校又はこれに準ずる学校、義務教育学校の後期課程又は中等教育学校の前期課程（以

下、「中学校等」という。）を募集年度の３月に卒業又は修了（以下「卒業」という。）見

込みの者のうち、次のア及びイに該当するもの

ア 沖縄県内の中学校等に籍をおく者

イ 志願先高等学校が定める「求める生徒像」及び「選抜において重視する観点」を理解し、

志願先高等学校の特色選抜出願要件等を満たす者

(2) 実施学科 すべての学科

(3) 出願要件 高等学校長が定める。

(4) 募集人員 各学科の募集人員は、当該学科の募集定員ごとに次のア及びイに揚げる割合と

し、高等学校長が定める。ただし、高等学校長は、特に必要と認める学科の募集人員につい

ては、当該割合によらず、県教育委員会教育長（以下「教育長」という。）と協議して定め

ることができる。

ア 普通科 20パーセント以内

イ 普通科以外の学科 40パーセント以内

(5) 出願期間 出願期間については、教育長が別に定める。

(6) 出願区域 志願者は、沖縄県立高等学校の通学区域に関する規則（平成16年沖縄県教育委

員会規則第７号。以下「通学区域に関する規則」という。）により定められた通学区域の１

校、１課程、１学科（普通科以外は、小学科とする。）、１コースに出願することができ

る。

(7) 出願手続

ア 志願者は、次の書類に入学考査料を添えて中学校等の校長に提出しなければならない。

また、志願者は、沖縄県立学校入学者選抜Web出願システム（以下、「Web出願システム」

という。）において、志願に必要な情報（以下、「志願情報」という。）を登録する。ただ

し、特色選抜のみの出願は認めない。

(ｱ) 特色選抜入学志願書（特色第１号様式）（Web出願システムが利用できず、志願情報

を登録できない者に限る。）

(ｲ) 写真票（特色第３号様式）

出願の日前６か月以内に撮影したものとし、カラー、白黒いずれも可とする。上半

身、脱帽、縦4.5ｃｍ×横3.5ｃｍ程度のものとし､裏面に氏名及び生年月日を記入す
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る。

(ｳ) 住民票謄本等（マイナンバー掲載なし、本人・保護者等の氏名・続柄記載あり。必要

事項の記載があれば、住民票抄本・住民票記載事項証明書でも可）

ただし、沖縄本島、古宇利島、瀬底島、平安座島、宮城島、伊計島及び浜比嘉島に在

住する者で、通学区域が県全域ではない全日制普通科に出願するもののみとする。ま

た、住民票謄本等は出願の日前３か月以内に発行されたものとする。

(ｴ) 確約及び証明書（第５号様式）

ただし、次のａ及びｂの者のみとする。

ａ 通学区域に関する規則第２条第１項ただし書の規定により同規則別表第２に掲げる地

域から出願する者

ｂ 沖縄本島、宮古島、石垣島又は久米島の各地域から当該各島に所在する高等学校以外

の高等学校に出願する者

(ｵ) 入学考査料等減免申請書（第10号様式）

特色選抜に係る入学考査料については、沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関す

る条例施行規則（昭和47年沖縄県教育委員会規則第11号）に定める入学考査料等減免

申請書を提出したときは、免除するものとする 。

イ 中学校等の校長は、志願者に係る次の書類に入学考査料を添えて志願先高等学校長に出

願期間内に一括して提出するものとする。

(ｱ) 特色選抜入学志願書（特色第１号様式）（前記アの(ｱ)で提出のあった者に限る。）

(ｲ) 特色選抜志願者名簿（特色第２号様式）（Web出願システムが利用できず、志願情報

を登録できない者のみ記載する。）ただし、Web出願システムで志願情報を登録した者

については、Web出願システムから出力される名簿を添えて提出するものとする。

(ｳ) 写真票（特色第３号様式）

(ｴ) 調査書（第４号様式）

(ｵ) 住民票謄本等（前記アの(ｳ)で提出のあった者に限る。）

(ｶ) 確約及び証明書（第５号様式）（前記アの(ｴ)で提出のあった者に限る。）

(ｷ) 入学考査料等減免申請書（第10号様式）（前記アの(ｵ)で提出のあった者に限る。）

(8) 選抜の方法

ア 高等学校長は、選抜項目として定めた学力検査の成績、面接の結果、学校独自検査の成

績、実技検査の成績等を基にして選抜を行う。ただし、学力検査の成績については、一般

選抜の学力検査（各教科配点60点）のうち、思考力等を問う記述式問題以外の得点（各教

科配点50点）を成績として取扱うものとする。

イ 学力検査以外の選抜項目（面接、学校独自検査、実技検査等）の実施時期等については、

高等学校長が別に定める。

(9) 合格発表 合格発表については、教育長が別に定める。

(10) 入学手続 高等学校長が定めるものとする。

(11) 不合格者の取り扱い

特色選抜で不合格となった者は、「３ 一般選抜」における入学者選抜を行う。

３ 一般選抜

(1) 出願資格

ア 中学校等を募集年度の３月に卒業見込みの者

イ 中学校等を卒業した者（以下「過年度卒業者」という。）

ウ 学校教育法施行規則第95条各号のいずれかに該当する者

(2) 募集定員 募集定員は、別に定める。

(3) 出願期間 出願期間は、教育長が別に定める。

(4) 出願区域 志願者は、通学区域に関する規則により定められた通学区域の１校、１課程、

１学科（普通科以外は、小学科とする。）、１コースに出願することができる。ただし、同

一校における他の課程、他の学科に第二志望(コースの場合は第２希望)を出願することがで

きる。

(5) 出願手続
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ア 志願者は、次の書類に入学考査料を添えて中学校等の校長に提出しなければならない。

また、志願者は、Web出願システムにおいて、志願情報を登録する。

(ｱ) 入学志願書（第１号様式）（Web出願システムが利用できず、志願情報を登録できな

い者に限る。）

(ｲ) 写真票（第３号様式）

出願の日前６か月以内に撮影したものとし、カラー、白黒いずれも可とする。上半

身、脱帽、縦4.5ｃｍ×横3.5ｃｍ程度のものとし､裏面に氏名及び生年月日を記入す

る。

(ｳ) 住民票謄本等（マイナンバー掲載なし、本人・保護者等の氏名・続柄記載あり。必要

事項の記載があれば、住民票抄本・住民票記載事項証明書でも可）

ただし、次のａ及びｂの者のみとする。また、住民票謄本等は出願の日前３か月以

内に発行されたものとする。

ａ 沖縄本島、古宇利島、瀬底島、平安座島、宮城島、伊計島及び浜比嘉島に在住する者

で、通学区域が県全域ではない全日制普通科に出願するもの

ｂ 志願者が県外の中学校等の出身者で、保護者が県内に在住し、通学区域が県全域では

ない全日制普通科に出願するもの

(ｴ) 確約及び証明書（第５号様式）

ただし、次のａ及びｂの者のみとする。

ａ 通学区域に関する規則第２条第１項ただし書の規定により同規則別表第２に掲げる地

域から出願する者

ｂ 沖縄本島、宮古島、石垣島又は久米島の各地域から当該各島に所在する高等学校以外

の高等学校に出願する者

(ｵ) 入学考査料等減免申請書（第10号様式）

連携型中高一貫教育に係る入学者選抜に出願している者は、沖縄県立高等学校等の授

業料等の徴収に関する条例施行規則（昭和47年沖縄県教育委員会規則第11号）に定め

る入学考査料等減免申請書を提出したときは、免除するものとする 。

(ｶ) 健康診断書（第12号様式）

ただし、過年度卒業者のみとし、募集年度の１月以降に発行されたものとする。

イ 出身中学校等の校長は、志願者に係る次の書類に入学考査料を添えて志願先高等学校長

が指定した期間内に一括して提出するものとする。ただし、入学考査料については、連携

型中高一貫教育に係る入学者選抜に出願している者を除く。

(ｱ) 入学志願書（第１号様式）（前記アの(ｱ)で提出のあった者に限る。）

(ｲ)入学志願者名簿（第２号様式）（Web出願システムが利用できず、志願情報を登録でき

ない者のみ記載する。）ただし、Web出願システムで志願情報を登録した者について

は、Web出願システムから出力される名簿を添えて提出するものとする。

(ｳ) 写真票（第３号様式）

(ｴ) 調査書（第４号様式）

(ｵ) 住民票謄本等（前記アの(ｳ)で提出のあった者に限る。）

(ｶ) 確約及び証明書（第５号様式）（前記アの(ｴ)で提出のあった者に限る。）

(ｷ) 入学考査料等減免申請書（第10号様式）（前記アの(ｵ)で提出のあった者に限る。）

(ｸ) 健康診断書（第12号様式）（前記アの(ｶ)で提出のあった者に限る。）

ウ 学校教育法施行規則第95条各号のいずれかに該当する志願者は、次の書類に入学考査料

を添えて志願先高等学校長に提出しなければならない。

(ｱ) 入学志願書（第１号様式）

(ｲ) 志願先高等学校長が必要と認める書類

エ 志願者が県外の中学校等の出身者で保護者が県外に居住している場合は、次の手続きに

よる。

(ｱ) 保護者が志願者と共に沖縄県内に居住するときは、県外からの入学志願のための許可

願（第15号様式）を募集年度の１月20日（その日が土曜日及び日曜日に当たる場合

は、その日の直前の土曜日及び日曜日でない日）までに教育長に提出し、許可を受けな
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ければならない。

(ｲ) 保護者が志願者と共に沖縄県内に居住しないときは、前記(ｱ)の許可願と共に県外か

らの入学志願のための許可願に関する身元引受書（誓約書）及び身元引受人の住民票

（出願の日前３か月以内に発行されたもの）を提出しなければならない。

(ｳ) 前記(ｱ)の許可願、入学志願書（第１号様式）、調査書（第４号様式）及び志願先高等

学校長が必要と認める書類に入学考査料を添えて志願先高等学校長に提出しなければな

らない。

(6) 志願変更及び手続

ア 志願変更

(ｱ) 入学志願締切りの結果、一般選抜志願者数が募集定員を超えた学科に出願した者のう

ちで、出身中学校等の校長及び志願先高等学校長が適当と認めた者は、志願した高等学

校、課程、学科又はコースの変更（以下「志願変更」という。）を行うことができる。

(ｲ) 同一志願高等学校における課程、学科又はコースの変更も志願変更手続に準じて行う

ものとする。ただし、第二志望（コースの場合は、第２希望）の変更については、志願

状況に関わらず、取消や追加も含めて志願変更ができる。

(ｳ) 志願変更の可能な人員は、一般選抜志願者数が募集定員を下回らない範囲内とする。

(ｴ) 志願変更希望者が、志願変更可能な人員を上回る場合は、公正な抽選によって志願変

更を認めることができる。

イ 志願変更の日程 志願変更の日程については、教育長が別に定める。

ウ 志願変更する者は、志願変更願（第６号様式）に必要な事項を記入し、出身中学校等の

校長に提出すること。

エ 出身中学校等の校長は、前記ウの願い出が適当であると認める場合は、所定の期間内に

志願先高等学校長にこれを提出し、志願先高等学校において志願変更を認められた者の入

学志願書類の返却を受けるものとする。この場合、入学考査料は返却しない。なお、郵送

による志願変更の受付及び入学志願書類の返却は、原則として行わない。

オ 志願変更をする者は、返却された入学志願書に変更すべき事項（※印の欄）を記入し、

「３ 一般選抜」の「(5) 出願手続」に準じて入学志願書類（同一課程への志願変更をす

る場合、入学考査料は不要）を所定の期間内に志願変更先高等学校長に提出すること。た

だし、第二志望（コースの場合は、第２希望）のみの変更については、志願先高等学校長

に志願変更願（第６号様式）で申し出るだけでよい。

(7) 選抜の方法

ア 高等学校に、校長を委員長とする選抜委員会を置く。

イ 選抜委員会は、出身中学校等の校長から提出された調査書（第４号様式）、学力検査の

成績及び面接等の結果を基にして選抜を行う。

ウ 選抜は、調査書（第４号様式）及び学力検査等の成績を資料として行い、調査書（第４

号様式）と学力検査等の成績との比重は、原則として５対５とする。ただし、高等学校長

が特に必要と認める場合は、４対６から６対４の範囲内で教育長と協議して定める比重と

することができる。

エ 学校、学科、コース等の特色に応じて学力検査実施教科ごとの配点を変えることができ

る。

オ 職業に関する学科を２以上置いている高等学校は、学科をくくり募集とすることができ

る。

カ 名護高等学校のフロンティア科、球陽高等学校の文理探究科、開邦高等学校の学術探究

科及び宮古高等学校の文理探究科は、それぞれくくり募集とすることができる。

(8) 学力検査

ア 学力検査の期日及び時間割

学力検査の期日及び時間割については、教育長が別に定める。

イ 検査時間及び配点

学力検査を実施する教科の検査時間は、いずれも50分とし、配点は各60点とする。

ウ 検査の場所
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(ｱ) 原則として一般選抜志願先高等学校とする。

(ｲ) 通学区域が広域にわたる高等学校への志願者又は特別に指定する地域からの志願者

は、次の委託検査場又は出張検査場で受検することができる。

ａ 委託検査場

名護高等学校 宮古高等学校

久米島高等学校 八重山高等学校

知念高等学校 (久高中学校出身の志願者に限る。）

その他県教育委員会が必要に応じて設置する委託検査場

ｂ 出張検査場

特別に指定する地域 検査場

伊平屋村 伊平屋村離島振興総合センター

伊是名村 伊是名村産業支援センター

伊江村 伊江村農村環境改善センター

北大東村 北大東村人材交流センター

南大東村 南大東村立多目的交流センター

粟国村 粟国村東ふれあいセンター

渡名喜村 渡名喜村多目的活動施設

渡嘉敷村 渡嘉敷中央公民館

座間味村（阿嘉・慶留間を除く） 座間味中学校

阿嘉・慶留間 阿嘉中学校

多良間村 ふれあいフクギ館

西表 竹富町離島振興総合センター

波照間 はてるまふれあいセンター

与那国町 与那国中学校

エ 検査の実施

(ｱ) 高等学校長は、学力検査員を指名し、教育長が別に定める沖縄県立高等学校入学者選

抜学力検査実施要領（以下「検査要領」という。）に基づいて学力検査を実施する。

(ｲ) 委託検査場にあっては、委託検査場の高等学校長が検査要領によって委託された志願

者の学力検査を実施する。

(ｳ) 出張検査場にあっては、教育長の派遣する学力検査員が出張検査場における検査要領

に基づいて実施する。

(ｴ) 志願者の中に委託検査場又は出張検査場において受検する者のいる高等学校長は、委

託・出張検査場受検者名簿（第７号様式）、面接票、その他必要書類を、委託検査場の

場合は委託検査場の校長あてに、出張検査場の場合は教育長あてに送付しなければなら

ない。

(ｵ) 委託検査場の校長は、検査終了後、答案、受検者名簿、面接票、その他必要書類を速

やかに志願先高等学校長あてに送付すること。

(9) 面接等 面接等は、志願者全員について一般選抜志願先高等学校長の定めるところによ

り実施する。

(10) 合格発表 合格発表については、教育長が別に定める。

４ 第２次募集

高等学校長は、合格者が募集定員に満たない学科・コースにおいて、第２次募集を行うもの

とする。

(1) 出願資格

ア 全日制課程へ出願できる者は、学力検査を受検し、県立高等学校に合格しなかった者と

する。

イ 定時制課程へ出願できる者は、学力検査を受検し、県立高等学校に合格しなかった者及

び「３ 一般選抜」の「(1) 出願資格」の各号のいずれかに該当する者で学力検査を受検

しなかったものとする。
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(2) 出願期間 出願期間については、教育長が別に定める。

(3) 出願手続

ア 一般選抜の学力検査を受検した者は次の手続による。

(ｱ) 志願者は、当該年度に第２次募集を実施する高等学校の１校、１課程、１学科（普通

科以外は、小学科とする。）、１コースに出願することができる。この場合、同一校にお

ける他の課程、他の学科に第二志望（コースの場合は第２希望）を出願することができ

る。ただし、当該年度の学力検査を受検した高等学校の同一学科・コースに出願するこ

とはできない。

(ｲ) 志願者は、第２次募集を実施する高等学校に加えて、第２次募集を実施する県立特別

支援学校高等部の１校・１学科・１コースへ併願することができる。（ただし、出願は

志願前相談を受けた者に限る。）出願手続については別に定める。

(ｳ) 志願者は次の書類に入学考査料を添えて出身中学校等の校長に提出しなければならな

い。この場合、入学考査料は減額する。

ａ 第２次募集入学志願書（第８号様式）

ｂ 確約及び証明書（第５号様式）

ただし、次の(a)及び(b)の者のみとする。

(a) 通学区域に関する規則第２条第１項ただし書の規定により同規則別表第２に掲げる

地域から出願する者

(b) 沖縄本島、宮古島、石垣島若しくは久米島の各地域から当該各島に所在する高等学

校以外の高等学校に出願する者

ｃ 入学考査料等減免申請書（第10号様式）

沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する条例施行規則に基づく。

(ｴ) 出身中学校等の校長は、志願者に係る次の書類に入学考査料を添えて志願先高等学校

長に出願期間内に一括して提出するものとする。

ａ 第２次募集入学志願書（第８号様式）

ｂ 第２次募集志願者名簿（第９号様式）

ｃ 調査書（第４号様式）（一般選抜で提出したものと内容は同じもの）

ｄ 確約及び証明書（第５号様式）（前記４の(3)のアの(ｳ)のｂで提出のあった者に限

る。）

ｅ 入学考査料等減免申請書（第10号様式）

(ｵ) 志願先高等学校長は志願者が学力検査を受検した高等学校長に次の書類の提供を求め

る。

ａ 学力検査成績証明書（第14号様式）

ｂ 写真票（第３号様式）

ｃ 健康診断書（一般選抜で提出のあった者に限る。）

ｄ その他の書類（自己申告書、県外からの入学志願のための許可願い、配慮願い等。一

般選抜で提出のあった者に限る。）

(ｶ) (ｵ)の出願書類等の提供を求められた高等学校長は、当該志願者に係る前記(ｵ)の書類

を当該志願者の志願する第２次募集志願先高等学校の長へ送付する。

イ 定時制課程に出願する者のうち、学力検査を受検しなかったものは、「３ 一般選抜」

の「(5) 出願手続」に準ずる。

(4) 志願変更及び手続

ア 志願変更 志願者は、入学志願締切りの後、志願した高等学校、学科又はコースを変更

（以下「２次志願変更」という。）することができる。

イ ２次志願変更の日程 ２次志願変更の日程については、教育長が別に定める。

ウ ２次志願変更をする者は、第２次募集志願変更願（第11号様式）に必要な事項を記入し、

出身中学校等の校長に提出すること。

エ 出身中学校等の校長は、所定の期間内に志願先高等学校長に第２次募集志願変更願を提

出し、入学志願書類（同一志願高等学校における学科又はコースの変更にあっては、第２

次募集入学志願書。４の(4)のエ及びオにおいて同じ。）の返却を受けるものとする。この

場合、入学考査料と入学考査料等減免申請書は返却しない。
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なお、郵送による２次志願変更の受付及び入学志願書類の返却は、原則として行わない。

オ ２次志願変更をする者は、返却された第２次募集入学志願書に変更すべき事項（※印の

欄）を記入し、「４ 第２次募集」の「(3) 出願手続」に準じて入学志願書類（同一課程

への志願変更をする場合、入学考査料は不要）を所定の期間内に志願変更先高等学校長に

提出すること。ただし、第二志望（コースの場合は、第２希望）のみの変更については、志

願先高等学校長に第２次募集志願変更願（第11号様式）で申し出るだけでよい。

(5) 選抜の方法

ア 全日制課程

選抜は、学力検査成績証明書（第14号様式）、調査書（第４号様式）、面接等の結果を資

料として行う。

イ 定時制課程

(ｱ) 学力検査を受検した者については、学力検査成績証明書（第14号様式）、調査書（第

４号様式）、面接等の結果を資料として行う。

(ｲ) 学力検査を受検しなかった者については、当該高等学校長の定めるところによって実

施する学力検査の結果、調査書（第４号様式）、面接等の結果を資料として行う。

(ｳ) 学力検査を受検しなかった者のうち、過年度卒業者については志願先高等学校長の定

めるところにより学力検査を免除することができる。

(6)学力検査成績証明書の取扱い

学力検査成績証明書（第14号様式）については、一般選抜の学力検査（各教科配点60点）

のうち、思考力等を問う記述式問題以外の得点（各教科配点50点）を記載するものとする。

(7) 合格発表 合格発表については、教育長が別に定める。

５ 特別募集

定時制課程において、高等学校長は、特別に募集を行うことができる。

(1) 出願資格 出願できる者は、勤労者等で満20歳（募集年度の３月31日現在）以上の者とす

る。

(2) 出願期間 出願期間については、教育長が別に定める。

(3) 出願手続 出願手続については、「３ 一般選抜」の「(5) 出願手続」に準ずる。

(4) 選抜の方法 選抜は、作文及び面接の結果と出身中学校等から送付された調査書その他必

要な書類に基づいて行なう。

(5) 検査期日 検査期日については、教育長が別に定める。

(6) 合格発表 合格発表については、教育長が別に定める。

６ 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜

(1) 出願資格

連携型中学校を募集年度の３月に卒業見込みの者。（久米島高等学校においては連携型中学

校を募集年度の前年度に卒業した者を含む。）

(2) 実施学科

ア 本部高等学校普通科

イ 久米島高等学校普通科

ウ 久米島高等学校園芸科

(3) 募集人員

募集人員は、当該学科の募集定員内とし、特に定めない。

(4) 出願期間

出願期間は、教育長が別に定める。

(5) 出願手続

ア 志願者は、原則として連携型高等学校の１課程、１学科に出願することができる。

イ 志願者は、次の書類に入学考査料を添えて、在籍する連携型中学校長に提出しなければ

ならない。

また、志願者は、Web出願システムにおいて志願情報を登録する。ただし、連携型選抜の

みの出願は認めない。
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(ｱ) 連携型中高一貫教育に係る入学志願書（連携第１号様式）（Web出願システムが利用

できず、志願情報を登録できない者に限る。）

(ｲ) 写真票（特色第３号様式）

出願の日前６か月以内に撮影したものとし、カラー、白黒いずれも可とする。上半

身、脱帽、縦4.5ｃｍ×横3.5ｃｍ程度のものとし､裏面に氏名及び生年月日を記入す

る。

(ｳ) 連携型高等学校長が定める書類

ウ 連携型中学校長は、志願者に係る次の書類に入学考査料を添えて連携型高等学校長に出

願期間内に一括して提出するものとする。

(ｱ) 連携型選抜志願書（連携第１号様式）（前記イの(ｱ)で提出のあった者に限る。）

(ｲ) 連携型選抜志願者名簿（連携第２号様式）（Web出願システムが利用できず、志願情

報を登録できない者のみ記載する。）ただし、Web出願システムで志願情報を登録した

者については、Web出願システムから出力される名簿を添えて提出するものとする。

(ｳ) 写真票（特色第３号様式）

(ｴ) 連携型高等学校長が定める書類

(6) 選抜の方法

ア 連携型高等学校長は、連携型中学校長から提出された連携型高等学校長が定める書類、

面接等の結果を資料として選抜を行う。

イ 面接等は連携型高等学校長の定めるところにより実施する。

(7) 選抜結果の通知及び入学の確約

選抜結果の通知及び入学の確約については、教育長が別に定める。

(8) 合格発表

合格発表については、教育長が別に定める。

(9) 入学手続

連携型高等学校長が定めるものとする。

(10) 不合格者の取り扱い

連携型中高一貫教育に係る入学者選抜の結果、不合格となった者は、「３ 一般選抜」に

おける入学者選抜を行う。この場合にあっては、この要項の定めるところにより、関係書類

を提出するものとし、当該出願に係る入学考査料については、沖縄県立高等学校等の授業料

等の徴収に関する条例施行規則に定める入学考査料等減免申請書を提出したときは、免除す

るものとする。

(11) 連携型中学校に在籍する者は、連携型高等学校への特色選抜は志願できない。

(12) 連携型中学校以外の中学校から連携型高等学校を志願する場合は、この要項の定めるとこ

ろにより特色選抜、一般選抜及び第２次募集を行う。

７ 併設型中高一貫教育に係る入学

(1) 併設型中高一貫教育校において、併設型中学校を募集年度の３月に卒業見込みの者で併設

型高等学校へ入学を希望するものについては、入学者選抜は行わない。

(2) 併設型中学校以外の中学校から併設型高等学校を志願する場合は、この要項の定めるとこ

ろにより特色選抜、一般選抜及び第２次募集を行う。

※名護高等学校の普通科に関する、併設型中学校以外の中学校からの特色選抜についての募

集人員は、併設型高等学校の入学定員から併設型中学校の入学定員を減じた数の20％以内

とする。また、フロンティア科に関する、併設型中学校以外の中学校からの特色選抜につ

いての募集人員は、併設型高等学校の入学定員から併設型中学校の入学定員を減じた数の

40％以内とする。

※与勝高等学校に関する、併設型中学校以外の中学校からの特色選抜についての募集人員は、

併設型高等学校の入学定員から併設型中学校の入学内定者の数を減じた数の20％以内とする。

※球陽高等学校及び開邦高等学校に関する、併設型中学校以外の中学校からの特色選抜につい

ての募集人員は、併設型高等学校の入学定員から併設型中学校の入学内定者の数を減じた数

の40％以内とする。
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８ 調 査 書

(1) 中学校等に、校長を委員長とする調査書委員会を置く。

(2) 調査書（第４号様式）の作成方法は、教育長が別に定める。

(3) 高等学校長は、出身中学校等の校長の提出した調査書（第４号様式）に疑義があるとき

は、必要に応じて資料の提出を求めることができる。なお、虚偽の報告によって入学を許可

された者については、入学を取り消すことができる。

９ 帰国子女等の入学者選抜に係る取扱い

(1) 帰国子女等については、入学定員の枠、通学区域等について弾力的に取扱い、選抜の方

法、学力検査等についても可能な限り配慮するものとする。

(2) 志願者のうち、帰国子女等について、県立高等学校受検への配慮を必要とするものは、

「学力検査等に際しての配慮願い書」（参考様式２）を中学校等の校長を経て志願先高等学

校長に提出することができる。手続の詳細については、別に定める。

(3) 志願者から配慮願い書が提出された場合は、提出された書類等を基に審査の上、配慮する

ことができる。

10 不登校生徒等の入学者選抜に係る取扱い

(1) 志願者のうち、欠席又は出席扱いが多い等の理由を説明する必要があると認められるもの

は、自己申告書(第13号様式)を中学校等の校長を経て志願先高等学校長に提出することがで

きる。自己申告書（第13号様式）の記入は、志願者及び保護者の直筆とする。提出にあたっ

ては、厳封してもよい。その際、封筒の表に、中学校名、本人氏名を記入すること。

(2) 志願者から自己申告書が提出された場合は、これを選抜資料に加えるものとする。

11 障害等のある生徒の入学者選抜に係る取扱い

(1) 障害等のある生徒の県立高等学校受検の配慮については、「障害のある生徒の学力検査等

に際しての配慮願い書」（参考様式１）に必要事項を記入し、障害・疾病等にかかる診断書

もしくは、身体障害者手帳等の写しを中学校等の校長を経て志願先高等学校長に提出するこ

とができる。手続の詳細については、別に定める。

(2) 志願者から配慮願い書が提出された場合は、提出された書類を基に審査の上、配慮するこ

とができる。

12 その他

(1) 高等学校長は、この要項に基づいて募集要項を作成し、募集年度の10月末日までに県教育

委員会に送付し、学校ホームページに掲載する。

(2) 中学校等の校長は、進学した者について、学校教育法施行規則第24条第１項に規定する中

学校生徒指導要録の抄本又は写し、学校保健安全法施行規則（昭和33年文部省令第18号）第

８条第１項に規定する生徒健康診断票及び歯の検査票並びにキャリアパスポート（小６－６

「18歳の私へ ～小学校１年から小学校６年までの６年間～」および中３－５「18歳の私へ

～中学校３年間の振り返りとこれからへ～」）を募集年度の３月末日までに高等学校長に

提出する。

(3) 出願書類等に記載された個人情報については、沖縄県教育委員会における個人情報の保護

に関する規則及び沖縄県情報公開条例に基づき保有個人情報の適切な管理及び必要な措置を

講ずる。

(4) この要項に定めるもののほか、入学選抜の実施について必要な事項は、教育長が別に定め

る。
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沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項の

実施に関し、教育長が定める事項等について

１ 特色選抜

(1) 出願期間

ア 出願期間は、令和８年２月２日（月）から２月３日（火）午後２時までとする。郵送の

場合もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情があると認め

た場合はその限りではない。

なお、Web出願システムにおける志願情報の登録は、１月20日（火）から１月30日

（金）正午までとする。

イ 高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年２月３日（火）午後５時までに、県

教育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(2) 合格発表

ア 令和８年３月17日（火）午前９時に志願先高等学校ホームページにおいて発表する。

イ 高等学校長は、合格者に対し、中学校等の校長を通じて合格したことを通知する。

２ 一般選抜

(1) 出願期間

「１ 特色選抜」の「(1) 出願期間」に同じ。

(2) 志願変更及び手続

ア 志願変更の日程

(ｱ) 各高等学校、課程、学科、コースごとの志願者数及び志願倍率については、県教育庁

県立学校教育課において令和８年２月３日（火）に発表し、入学志願変更後受付状況に

ついては令和８年２月17日（火）に発表する。

(ｲ) 志願変更申出期間

令和８年２月６日（金）及び２月９日（月）の２日間とする。

(ｳ) 入学志願書取り下げ及び再出願期間

令和８年２月16日（月）及び２月17日（火）の２日間とする。

また、出身中学校等の校長は、入学願書取り下げ及び再出願後、Web出願システムに

おける志願情報の更新を行うものとする。

(ｴ) 前記(ｲ)及び(ｳ)の受付時間は、１日目は午前９時から午後４時、２日目は午前９時か

ら午後２時までとする。

(ｵ) 高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年２月17日（火）午後５時までに県

教育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(3) 学力検査の期日及び時間割等

月日

時間

第 １ 日 目

３月４日(水)

第 ２ 日 目

３月５日(木)

第 １ 時 限

(10:00～10:50)
国 語 社 会

第 ２ 時 限

(11:15～12:05)
理 科 数 学

(12:05～13:00) 昼 食

第 ３ 時 限

(13:15～14:05)
英 語
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(4) 所持品の取扱い

ア 受検者は検査時間中、次のものを携行すること。

・ＨＢ以上の濃さの黒鉛筆（シャープペンシルも可。鉛筆は和歌・格言等が印刷さ

れているものは不可。）

・プラスチック製の消しゴム

・定規（三角定規は可。ただし、分度器及び分度器機能付き定規、三角スケールは

不可。）

・コンパス（分度器機能付きは不可。）

イ 受検者は検査時間中、携行品以外に次のものを机の上に置くことができる。

・鉛筆キャップ

・鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類は不可。）

・時計（ただし、辞書、電卓、端末等の機能があるもの・キッチンタイマー・大型の

ものは不可。通信機能を持つウェアラブル端末等も不可。）

・眼鏡、ハンカチ（無地のタオルを含む）、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から

中身だけを取り出したの）

(5) 合格発表

ア 令和８年３月17日（火）午前９時に志願先高等学校ホームページにおいて発表する。

イ 高等学校長は、合格者に対し、中学校等の校長を通じて合格したことを通知する。

ウ 高等学校長は、合格発表に際し、受検者本人の学力検査得点について、志願先高等学校

において（第２次募集の合格発表の日から起算して１月以内）個人情報の保護に関する法

律第69条第１項による利用目的内の情報提供として提供（開示）が可能であることを周知

すること。

３ 第２次募集

(1) 出願期間

ア 第２次募集の出願期間は、令和８年３月18日（水）及び３月19日（木）の２日間とす

る。郵送の場合もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情が

あると認めた場合はその限りではない。

イ 前記アの受付時間は、１日目は午前９時から午後４時、２日目は午前９時から午後２時

までとする。

ウ 高等学校長は、受付締切後、受付状況を令和８年３月19日（木）午後５時までに県教育

庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(2) 志願変更及び手続

ア 志願変更の日程

(ｱ) 各高等学校、課程、学科、コースごとの志願者数及び志願倍率については、県教育庁

県立学校教育課において令和８年３月19日（木）に発表し、入学志願変更後受付状況に

ついては令和８年３月23日（月）に発表する。

(ｲ) 入学志願書取り下げ及び再出願期間

令和８年３月23日（月）

(ｳ) 前記(ｲ)の受付時間は、午前９時から午後２時までとする。

(ｴ) 高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年３月23日（月）午後５時までに県

教育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(3) 合格発表

ア 令和８年３月27日（金）午前９時に志願先高等学校ホームページにおいて発表する。

イ 高等学校長は、合格者に対し、中学校等の校長を通じて合格したことを通知する。

４ 特別募集

(1) 出願期間

ア 出願期間は、令和８年２月２日（月）及び２月３日（火）の２日間とする。郵送の場合

もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情があると認めた場
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合はその限りではない。

イ 前記アの受付時間は、１日目は午前９時から午後４時、２日目は午前９時から午後２時

までとする。

ウ 高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年２月３日（火）午後５時までに県教

育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(2) 検査期日

検査期日は、令和８年３月５日（木）とする。

(3) 合格発表

ア 令和８年３月17日（火）午前９時に志願先高等学校ホームページにおいて発表する。

イ 高等学校長は、合格者に対し、中学校等の校長を通じて合格したことを通知する。

５ 追検査

インフルエンザなど学校保健安全法で出席停止の扱いが定められている感染症、急な入院

等、やむを得ない事由により、学力検査等（以下、「本検査」という。）の全部又は一部を受

けることができなかった者は、追検査を受検することができる。

(1) 検査の場所

一般選抜志願先高等学校

(2) 申し出等の日程及び手続

ア 申し出期間は、令和８年３月４日（水）及び３月５日（木）の２日間とする。

イ 前記アの受付時間は、１日目は午前９時から午後４時、２日目は午前９時から正午まで

とする。

ウ 追検査の対象に該当し、受検を希望する者は、申し出期間内に出身中学校等を通じて、

「追検査受検希望届」（追検第１号様式）に本検査を受検できなかったことを証明する書類

を添えて、一般選抜志願先高等学校へ提出すること。

エ 高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年３月５日（木）午後５時までに、県

教育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(3)追検査の期日及び時間割等

月 日

時 間
３月９日（月）

第 １ 時 限

(9:00～9:50)
国 語

第 ２ 時 限

(10:05～10:55)
理 科

第 ３ 時 限

(11:10～12:00)
英 語

(12:00～12:45) 昼 食

第 ４ 時 限

(13:00～13:50)
社 会

第 ５ 時 限

(14:05～14:55)
数 学

(4) 所持品の取扱い

「２ 一般選抜」の「(4) 所持品の取扱い」に同じ。

(5) 合格発表

「２ 一般選抜」の「(5) 合格発表」に同じ。
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６ 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜

(1) 出願期間

ア 出願期間

本部高等学校、久米島高等学校

出願期間は、令和８年２月２日（月）から２月３日（火）午後２時までとする。郵送の

場合もこの期限までに必着のこと。ただし、連携型高等学校長が特別の事情があると認め

た場合はその限りではない。

なお、Web出願システムにおける志願情報の登録は、１月 20日（火）から１月 30日

（金）正午までとする。

イ 連携型高等学校長は、受付締切り後、受付状況を令和８年２月３日（火）午後５時まで

に、県教育庁県立学校教育課へメールで報告すること。

(2) 選抜結果の通知及び入学の確約

ア 選抜の結果については、連携型高等学校長が令和８年２月13日（金）までに連携型中高

一貫教育に係る入学者選抜の結果の通知書（連携第３号様式）により連携型中学校長を通

じて本人に通知する。

イ 連携型中高一貫教育に係る入学確約書（連携第４号様式）は、連携型中学校長を経由し

て、令和８年２月20日（金）までに志願した連携型高等学校長に提出しなければならな

い。

ウ 入学確約書を提出した者は、県内外を問わず他の公立高等学校（特別支援学校の高等部

を含む。）に出願してはならない。

(3) 合格発表

令和８年２月20日（金）までに入学確約書の提出のあった者については、令和８年３月17

日（火）午前９時に出願した連携型高等学校ホームページにおいて連携型中高一貫教育に係

る合格者として発表する。

７ 併設型中高一貫教育に係る入学

(1) 入学希望届

ア 併設型中高一貫教育校において、併設型中学校を募集年度の３月に卒業見込みの者で併

設型高等学校へ入学を希望する者は、令和８年１月８日（木）午後４時までに入学希望届

（様式は併設型高等学校長が定める）を併設型高等学校長へ提出するものとする。

イ 併設型高等学校長は、受付締め切り後、受付状況を令和８年１月９日（金）正午までに

県立学校教育課へメールで報告すること。

(2) 入学予定者への通知及び入学確約

ア 併設型高等学校長は、令和８年１月９日（金）までに入学決定に係る通知書（様式は併

設型高等学校長が定める）により本人に入学内定を通知すること。

イ 入学内定に係る通知書を受け取った者は、併設型中高一貫教育校に係る入学確約書（様

式は併設型高等学校長が定める）を令和８年１月16日（金）までに併設型高等学校長に提

出しなければならない。

ウ 入学確約書を提出した者は、県内外を問わず他の公立高等学校（特別支援学校の高等部

を含む）に出願してはならない。

８ 調査書の作成方法

(1) 「受検番号」の欄は中学校等においては記入しない。

ただし、Web出願システムを利用して出願した者を除く。

(2) ※印の欄は志願変更する場合のみ記入する。

(3) 記入事項のない欄には斜線を引く。

(4) 「① 各教科の学習の記録」の欄は次のように記入する。

ア 「観点別学習状況」の欄は１年～３年の各学年について十分満足できると判断されるも

のを○で記入し、○に該当しないところは空欄にする。

イ 「評定」の欄は、絶対評価による５段階の目標に準拠した評価で記入する。
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ウ 「総合的な学習の時間の記録」の欄は指導要録に基づいて記入する。

(5) 「② 特別活動の記録」の欄は指導要録に基づいて記入する。

(6) 「③ 行動の記録」の欄は指導要録に基づいて記入する。

(7) 「④ 総合所見」の欄は指導要録に基づいて記入する。なお、特技、資格（例 英語検

定、珠算、書道、柔剣道等の級、段位を具体的に記入する。）についても、この欄に記入す

る。

(8)「⑤ 出欠の記録」の欄は次のように記入する。

ア １年及び２年は指導要録に記入されたものを転記する。

イ ３年は令和７年12月28日現在で記入する。

ウ 出席日数の欄は、不登校の生徒が学校外の施設において相談・指導を受け、そのことが

当該生徒の学校復帰のために適切であると校長が認めた場合には、その日数を出席扱いと

して出席日数に加えるとともに、（ ）内に内数として記入する。

エ 備考欄は、欠席の正当な理由のあるものについて、その数値を記入し、その数が10日以

上の場合は、理由もあわせて特記する。（ただし、病欠については回数のみ）また、前記ウ

で相談・指導を受けた適応指導教室等の施設名を記入する。

(9)「⑥ 健康所見」の欄は健康診断票の該当欄の最も新しい記載事項を転記する。高等学校の

就学に支障があると思われる疾病又は異常のある者については、募集年度の４月以降に診断

した結果を記入し、健康診断書を添付する。

過年度卒業者については記入を要しない。ただし、令和８年１月以降に行った健康診断書

（第12号様式）を添付する。（病院、診療所又は保健所が発行したもの。）

(10)令和４年度以前に卒業した者の調査書については、指定された様式で作成すること。

９ その他

高等学校長は、沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項３の(5)のア及び

イに定める書類以外に、選抜上特に必要と認める資料については、教育長と協議して定め、中

学校等や志願者へ求めることができる。
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特色第１号様式

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

下記のとおり、特色選抜により貴校第一学年に入学したいので、保護者と連名の上、出願いたします。

志願者（自署）

保護者（自署）

志
望
課
程
等

課 程 学科名 コース名

(全日・定時 )制課程

（ ）部

志

願

者

ふりがな

氏 名

平成 年 月 日生 歳

［年齢は、令和８年３月31日現在］

現 住 所 (〒 ）

出身中学校 中学校
令和 年 月 入学 ・ 転入学

令和 年 月 卒業見込み

保

護

者

ふりがな

氏 名

志願者との続柄

電話番号 （ ） －

現 住 所 (〒 ）

一般選抜
志 願 先
高等学校

学校名 課 程 学科名 コース名

沖縄県立

（ ）高等学校

(全日・定時 )制課程

（ ）部

＜記入上の注意＞

１ 受検番号は記入しないこと。

２ 課程別、入学・転入学の別については、該当するものを○で囲むこと。

３ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

４ コース制等を実施している学科において、「コース名」欄に希望コースを記入すること。

５ 保護者の現住所が志願者のものと同じ場合には、「志願者に同じ」と略記すること。

６ 一般選抜志願先高等学校欄も記入すること（特色選抜のみの出願は不可）。

入 学 志 願 書
（ 特色選抜 ）

受検番号
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特色第２号様式（甲）

令和 年度

特 色 選 抜 志 願 者 名 簿

沖縄県立 高等学校

(全日・定時 )制課程 科（ コース ・ 部 ）

中学校

通し

番号
受 検 番 号 氏 名 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

備考

１ 志望学科別、コース・部別にそれぞれ１部作成すること。

２ 学区外の志願者については、備考欄に｢外｣と記入すること。

（ 枚のうちの１）
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特色第２号様式（乙）

科（ コース ・ 部 ）

（ 中学校）

通し

番号
受 検 番 号 氏 名 備 考

（ 枚のうちの ）
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特色第３号様式

令和８年度

沖縄県立高等学校入学者選抜

写真票

特色選抜・連携型用

（写真貼り付け欄）

・旅券申請用判（縦４.５㎝×横３.５㎝ 程度）

※カラー、白黒 どちらも可。

・正面、上半身、無帽(出願前６ヶ月以内に撮影したもの)

志願者写真

※この用紙に直接写真を貼り付けて提出してください。

（切り取らず、A4用紙のまま提出）

※写真の裏に氏名、生年月日を記入してください。

※受検番号は記入しないでください。高校側が記入します。

ただし、Web出願者を除く。

※本票は県立高等学校入学者選抜に係ること以外には使

用しません。

※ 受検番号

ふりがな

氏 名

在籍（出身）中学校名

中学校

写真例

本人の顔が明確に判

断できるように、写真

を撮って下さい。
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第１号様式

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

※沖縄県立 高等学校長 殿

下記のとおり、貴校第一学年に入学したいので、保護者と連名の上、出願いたします。

志願者（自署）

保護者（自署）

志

望

第
一
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第１希望コース
第
二
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第２希望コース

※
第
一
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第１希望コース ※
第
二
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第２希望コース

志

願

者

ふりがな

氏 名

平成 年 月 日生 歳

［年齢は、令和８年３月31日現在］

現 住 所 (〒 ）

出身中学校 中学校 年 月 卒業・卒業見込み

保

護

者

ふりがな

氏 名

志願者との続柄

電話番号 （ ） －

現 住 所 (〒 ）

受
検
場

本 校
（右欄に○）

委託・出張検査場
（右欄に会場名記入）

※ ※

特色選抜の出願について（ 出願あり・ 出願していない ）

特色選抜
志 願 先
高等学校

学校名 課 程 学科名 コース名

沖縄県立

（ ）高等学校

(全日・定時 )制課程

（ ）部

入 学 志 願 書
（ 一般選抜・特別募集 ）

受検番号 ※
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＜記入上の注意＞

１ 受検番号は記入しないこと。

２ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

３ 定時制課程の特別募集を志願する場合は、志望欄の特募を○で囲むこと。

４ 第二志望を申し出る場合は志望する科を第二志望欄に記入すること。その他の場合は斜線を引くこと。

５ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、「第１希望コース」「第２希望コース」

欄に記入すること。

６ 課程及び卒業・卒業見込みの欄は該当する文字を○で囲むこと。

７ 保護者の現住所が志願者のものと同じ場合には、「志願者に同じ」と略記すること。

８ 受検場については、本校で学力検査を受ける者は本校欄に○印を、その他で受検する者は該当欄に検査場名を記入

すること。

９ 志願者が成年者のときは、保護者欄の記入を要しない。ただし、電話番号欄は志願者電話番号を記入すること。

10 ※印欄は、志願変更する場合のみ記入すること。

11 特色選抜の出願について、該当する文字を○で囲むこと。また、「出願あり」の場合は、特色選抜志願先高等学校

欄も記入すること。
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第２号様式（甲）

令和 年度

入 学 志 願 者 名 簿

沖縄県立 高等学校

(全日・定時 )制課程 科（ コース ・ 部 ）

中学校 校 長 印

通し

番号
受 検 番 号 氏 名

第 二 志 望

（第２希望コース）
備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

備考

１ 志望学科別、コース・部別にそれぞれ１部作成すること。

２ 過年度卒業者については、備考欄に「過」と記入すること。

３ 学区外の志願者については、備考欄に｢外｣と記入すること。

４ 第二志望、第２希望欄は、希望者のみ記入すること。

（ 枚のうちの１）
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第２号様式（乙）

科（ コース ・ 部 ）

（ 中学校）

通し

番号
受 検 番 号 氏 名

第 二 志 望

（第２希望コース）
備 考

（ 枚のうちの ）

- 22 -



第３号様式

令和８年度

沖縄県立高等学校入学者選抜

写真票

一般選抜・特別募集・２次募集用

（写真貼り付け欄）

・旅券申請用判（縦４.５㎝×横３.５㎝ 程度）

※カラー、白黒 どちらも可。

・正面、上半身、無帽(出願前６ヶ月以内に撮影したもの)

志願者写真

※この用紙に直接写真を貼り付けて提出してください。

（切り取らず、A4用紙のまま提出）

※写真の裏に氏名、生年月日を記入してください。

※受検番号は記入しないでください。高校側が記入します。

ただし、Web出願者を除く。

※本票は県立高等学校入学者選抜に係ること以外には使用

しません。

※一般選抜受検番号

（初回）

※一般選抜受検番号

（志願変更）

※２次募集受検番号

（初回）

※２次募集受検番号

（志願変更）

ふりがな

氏 名

在籍（出身）中学校名

中学校

写真例

本人の顔が明確に判

断できるように、写真

を撮って下さい。
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第
一

第
二

※
第
一 ※

第
二 ※

内
容

項
目

観点

学年
1年 3年

学年

年 月 日

中 学 校

校長 印

記載責任者 教諭

3

年

本書の記載事項に誤りがないことを証明する
2

年

令和

２ 所見あり

学習活動
観 点

評 価

イ 健康に配慮を要する

疾病及び健康に
配慮を要する事

項

ア 疾病名（1

年

⑥
健
康
所
見

１ 特に所見なし

3年

創
意
工
夫

思
い
や
り
･
協
力

生
命
尊
重
・
自
然
愛
護

勤
労
・
奉
仕

公
正
・
公
平

公
共
心
・
公
徳
心

基
本
的
な
生
活
習
慣

健
康
･
体
力
の
向
上

自
主
･
自
律

責
任
感

1年

出席日数 （ ） （ ） （ ）

欠席日数

項目

2年 3年１年

⑤
出
欠
の
記
録

学年

学
年

学
年

備考総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

主体的に学習に取り組む態度

外
国
語

英
語

知識・技能

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

技
術
･
家
庭

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

保
健
体
育

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

美

術

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

音

楽

知識・技能

理

科

国

語

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能

数

学

知識・技能

②特別活動の記録

令和 年 ３月 （ 卒業 ・ 卒業見込み ）

① 各 教 科 の 学 習 の 記 録
1年

学
校
行
事

現住所
学
級
活
動

生
徒
会
活
動

社

会

主体的に学習に取り組む態度

③ 行 動 の 記 録

④

総

合

所

見

必修
教科

観点別学習状況 評定

2年 2年

1年 2年 3年 2年

3年

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

学校名
中学校

第４号様式 調 査 書 令和５年度以降の卒業（見込み）者用）

ふりがな
男
・
女

受
検
番
号

志
望
学
科

生年月日 平成 年 月

氏 名

日生

1年

2年

3年
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第５号様式

令和 年 月 日

確 約 及 び 証 明 書

沖縄県立 高等学校長 殿

下記の生徒について、確約及び証明します。

記

志 願 者 出身中学校 中 学 校

志 願 校 沖縄県立 高等学校

志 望 学 科

第一志望

（全日・定時）制課程

科（ ）部

第１希望コース

第二志望

（全日・定時）制課程

科（ ）部

第２希望コース

上記の者の保証人として、すべての責任を果たすことを確約します。

保証人
ふりがな

（自署）

現 住 所

生 年 月 日 年 月 日生( 歳)

保護者との関係

上記の者は、保証人として、そのすべての責任を果たしてもらうことを証明します。

保護者（自署）

現 住 所

※ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

※ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、「第１希望コース」「第２

希望コース」欄に記入すること。
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第６号様式

令和 年 月 日

志 願 変 更 願

志願先 沖縄県立 高等学校長 殿

志 望 学 科

（コース）

受 検 番 号

出身中学校名

中 学 校 長 印

志願者（自署）

保護者（自署）

私は、下記の高等学校、課程及び学科へ志願変更をしたいので、関係書類を返却してくださいますよう

お願いします。

志 願 変 更 先 高 等 学 校 志 望 課 程 学 科

沖縄県立

高等学校

第 一
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第１希望コース

第 二
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第２希望コース

（同一志願高等学校における第二志望（第２希望）の志願取消の場合）

私は、下記の第二志望学科（第２希望コース）の志願を取り消します。

志 望 課 程 学 科

第 二
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第２希望コース

上記志願者の志願変更を許可します。

志願先 沖縄県立 高等学校長 印

中学校受領者氏名

＜記入上の注意＞

※ この志願変更願は志願先高等学校で保管し、その写しを変更先高等学校長へ提出する。

※ 課程の欄は該当する文字を○で囲むこと。

※ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

※ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、「第１希望」「第２希望」欄に記入すること。

※ 第一志望（第１希望）、第二志望（第２希望）のどちらか一方を変更する場合、変更しない方の記入欄に斜線を引くこと。
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第７号様式

令和 年度

委 託 ・ 出 張 検 査 場 受 検 者 名 簿

志願先高等学校名

学校長名 印

※

委 託
検査場名（ ） 検査場校長名（ 印）

※

出 張
検査場名（ ） 検査場責任者（ 印）

※ 該当するものを○で囲む。

（注）提出先 (1)出張検査場の分は、教育庁県立学校教育課へ

(2)委託検査場の分は、教育庁県立学校教育課と当該委託検査場高校へ

受
検
番
号

出
身
中
学
校

卒
業
年
度
□
過
現
□

ふりがな

氏 名

志望学科 第１日目 第２日目

備

考

第
一

第
二

全
体
集
合

第
一
時
限

第
二
時
限

第
三
時
限

第
一
時
限

第
二
時
限
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第８号様式

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

※沖縄県立 高等学校長 殿

下記のとおり、貴校第一学年に入学したいので、保護者と連名の上、出願いたします。

志願者（自署）

保護者（自署）

志

望

第
一
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部

科

第１希望コース
第
二
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部

科

第２希望コース

※
第
一
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第１希望コース ※
第
二
志
望

(全日・定時 )制課程

( )部 特 募

科

第２希望コース

志

願

者

ふりがな

氏 名

平成 年 月 日生 歳

［年齢は、募集年度の３月31日現在］

現 住 所 (〒 ）

出身中学校 中学校 年 月 卒業・卒業見込み

保

護

者

ふりがな

氏 名

志願者との続柄

電話番号 （ ） －

現 住 所 (〒 ）

学力検査の受検について（ 受検 ・ 受検していない ）

一般選抜志願先高等学校 沖縄県立 高等学校
一般選抜
受検番号

学力検査を受検した
第一志望の課程及び学科

( 全日 ・ 定時 )制課程

（ ）部
科（ コース）

第 ２ 次 募 集 入 学 志 願 書 受検番号 ※
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＜記入上の注意＞

１ 受検番号は記入しないこと。

２ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

３ 第二志望を申し出る場合は志望する科を第二志望欄に記入すること。その他の場合は斜線を引くこと。

４ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、「第１希望コース」「第２希望コース」

欄に記入すること。

５ 課程及び卒業・卒業見込みの欄は該当する文字を○で囲むこと。

６ 保護者の現住所が志願者のものと同じ場合には、「志願者に同じ」と略記すること。

７ 学力検査とは、沖縄県立高等学校入学者選抜学力検査をいう。

８ 学力検査の受検について、該当する文字を○で囲むこと。また、「受検」の場合は、一般選抜志願先高等学校欄も

記入すること。

９ 志願者が成年者のときは、保護者欄の記入を要しない。ただし、電話番号欄は志願者電話番号を記入すること。

10 ※印欄は、志願変更する場合のみ記入すること。
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第９号様式（甲）

令和 年度

第 ２ 次 募 集 志 願 者 名 簿

沖縄県立 高等学校

(全日・定時 )制課程 科（ コース ・ 部 ）

中学校 校 長 印

通し

番号 受 検 番 号 氏 名 一般選抜志願先高等学校 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

備考

１ 志望学科別、コース・部別にそれぞれ１部作成すること。

２ 受検番号欄は、記入しないこと。

３ 過年度卒業者については、備考欄に「過」と記入すること。

４ 学力検査を受検しなかった者については、該当欄に斜線を引くこと。（定時制課程のみ）

（ 枚のうちの１）
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第９号様式（乙）

科（ コース ・ 部 ）

（ 中学校）

通し

番号
受 検 番 号 氏 名 一般選抜志願先高等学校 備 考

（ 枚のうちの ）
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第10号様式（第13条、第14条、第15条関係）

入 学 考 査 料 等 減 免 申 請 書

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

学 校 名

本 人 住 所

氏 名

保護者等住所

氏 名

沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する条例施行規則（ 第13条 ・ 第14条

・ 第15条 ）により、（ 入学考査料 ・ 入学料 ）を（ 免除 ・ 減額 ）されますよう

申請いたします。

＜理由＞

� （ 特色選抜 ・ 連携型選抜 ）を受検するため。

（ 特色 ・ 連携型 ）選抜志願校： 高等学校

一般選抜志願校： 高等学校

� 第２次募集を受検するため。

� その他

注意 １ 第13条・第14条・第15条のいずれか該当するものを○で囲むこと。

２ 入学考査料・入学料のいずれか該当するものを○で囲むこと。

３ 免除・減額のいずれか該当するものを○で囲むこと。
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第11号様式

令和 年 月 日

第 ２ 次 募 集 志 願 変 更 願

志願先 沖縄県立 高等学校長 殿

志 望 学 科

受 検 番 号

出身中学校名

中 学 校 長 印

志願者（自署）

保護者（自署）

私は、下記の高等学校、課程及び学科へ志願変更をしたいので、関係書類を返却してくださいますよう

お願いします。

志 願 変 更 先 高 等 学 校 志 望 課 程 学 科

沖縄県立

高等学校

第 一
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第１希望コース

第 二
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第２希望コース

（同一志願高等学校における第二志望（第２希望）の志願取消の場合）

私は、下記の第二志望学科（第２希望コース）の志願を取り消します。

志 望 課 程 学 科

第 二
全日制
・

定時制

科

（ ） 部

第２希望コース

上記志願者の志願変更を許可します。

志願先 沖縄県立 高等学校長 印

中学校受領者氏名

＜記入上の注意＞

※ この志願変更願は志願先高等学校で保管し、その写しを変更先高等学校長へ提出する。

※ 課程の欄は該当する文字を○で囲むこと。

※ 志望欄の（ ）部は県立泊高等学校志願者のみ記入すること。

※ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、「第１希望」「第２希望」欄に記入すること。

※ 第一志望（第１希望）か第二志望（第２希望）のどちらか一方を変更する場合、変更しない方の記入欄に斜線を引くこと。
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第12号様式

健 康 診 断 書

ふりがな

出身中学校

氏 名

生年月日 年 月 日 卒業年月日

卒 業

年 月 日

卒業見込み

視 力

右 （ ）

左 （ ）

聴 力

右 異常なし ・ 難 聴

左 異常なし ・ 難 聴

胸 部 レ ン ト ゲ ン

直接撮影 ・ 間接撮影 （フィルム番号 ）

所 見 （ 異常なし ・ 要管理 ）

疾 病 及 び 健 康 に

配 慮 を 要 す る 事 項

上記のとおり相違ないことを証明する。

令和 年 月 日

所在地

名 称

医 師 印
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第13号様式

自 己 申 告 書
令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

中 学 校 名

本 人 氏 名

保護者氏名

わたくしは、貴校への志願にあたり、次のとおり申告します。

本人記入欄

自己申告書を提出する理由

１ 欠席日数が多い

２ その他（ ）

理由の説明、志願の動機、高校生活への抱負など

保護者記入欄

（高等学校に理解してほしいことがらなど）

この自己申告書は、必要事項を記入後、中学校へ提出すること。提出にあたっては、厳封してもよい。そ
の際、封筒の表に、中学校名、本人氏名を記入すること。
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第14号様式

学 力 検 査 成 績 証 明 書

沖縄県立 高等学校長 殿

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 印

第一志望

受検学科
受検番号

受 検 者 氏 名

上記の本校受検者の学力検査結果は、下記のとおりであったことを証明します。

記

学力検査成績

教 科 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語 合 計

得 点
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第15号様式

県外からの入学志願のための許可願

志願者 氏 名
ふりがな

（自署）

（平成 年 月 日生)

上記の者は、下記の理由により貴県の公立高等学校へ入学志願したいので、よろしくお取り計らいくだ

さいますようお願いします。

令和 年 月 日

保護者 氏 名
ふりがな

（自署）

沖縄県教育委員会

教育長 半 嶺 満 殿

記

保 護 者 志 願 者

現 住 所

沖縄県内の予定住所

志 願 者 と の 続 柄 転居予定日 令和 年 月 日

志 願 先 高 等 学 校 学 科

志願の理由（詳細に記載すること。）

（保護者が志願者とともに沖縄県に居住しない場合）身元引受人氏名

上記の通り相違なく、また志願者は貴県以外の公立高等学校に入学志願していないことを証明する。

令和 年 月 日

（ ）中学校長 印

所在地： TEL:

メールアドレス：

上記の願いを許可する。

令和 年 月 日

沖縄県教育委員会

教育長 半 嶺 満 印

（注１）虚偽の記載により入学した者については、当該高等学校長はその入学を取り消すことができる
（注２）保護者が志願者と共に沖縄県内に居住する場合は、身元引受人氏名の欄に斜線を引くこと。
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県外からの入学志願のための許可願に関する身元引受書(誓約書)

令和 年 月 日

沖縄県教育委員会

教育長 半 嶺 満 殿

身元引受人 氏 名
ふ り が な

住 所

生年月日

電話番号

県外から沖縄県立高等学校への入学志願者の身元を引き受けることに関し、下記の事項について確約

します。

記

１ 志 願 者 氏 名
ふりがな

２ 保 護 者 氏 名
ふりがな

（志願者との続柄）

３ 志願先高等学校 沖縄県立 高等学校

４ 身元引受人と志願者との関係

５ 確約要件

(1)志願者の入学後は、学校に対して保護者とともに志願者に関する一切の責任を負います。

(2)志願者の入学後は、志願者を同居させることとし、すべての生活指導等に責任を持ちます。志願

者が学校の寮に入寮した場合についても同様の責任を持ちます。

(3)校長が必要とする場合においては、保護者のかわりに志願者に対する相談指導に応じます。また、

三者面談等の学校行事への参加についても応じます。

(4)その他校長が必要と認めることについて、保護者のかわりに応じます。
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連携第１号様式

連携型中高一貫教育に係る

入 学 志 願 書

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長殿

私は貴校に入学を志願します。

志

願

者

現 住 所
(〒 ）

ふりがな

氏 名

（自 署）

生年月日 平成 年 月 日

保

護

者

現 住 所
(〒 ） 電話

（ ） －

ふりがな

受

検

番

号

※

氏 名

（自 署）
志願者との続柄

希望の学科等 全日制課程 科 コース

第１希望

第２希望

上記の志願者は 年 月（ 入学 ・ 転入学 ）し、 年 月卒業見込みの者

で、願書の記載事項は事実と相違ないことを証明する。

令和 年 月 日

（ ）中学校長 印

一般選抜
志 願 先
高等学校

学校名 課 程 学科名 コース名

沖縄県立

（ ）高等学校

(全日・定時 )制課程

（ ）部
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＜記入上の注意＞

１ 保護者の現住所が志願者のものと同じ場合には、「志願者に同じ」と略記すること。

２ 入学・転入学の別については、該当するものを○で囲むこと。

３ 受検番号の※印欄は、記入しないこと。

４ コース制等を実施している学科において希望コース等を記入する場合は、備考欄に記入すること。

５ 一般選抜志願先高等学校欄も記入すること（連携型選抜のみの出願は不可）。
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連携第２号様式（甲）

令和 年度

連携型中高一貫教育に係る

入 学 志 願 者 名 簿

沖縄県立 高等学校

全日制課程 科（ コース）

中学校 校 長 印

通し

番号
受 検 番 号 氏 名 備 考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

※ 志望学科別にそれぞれ１部作成すること。

※ コース制等を実施している学科において第２希望コース等を記入する場合は、備考欄に記入すること。

（ 枚のうちの１）
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連携第２号様式（乙）

科（ コース ）

（ 中学校）

通し

番号
受 検 番 号 氏 名 備 考

（ 枚のうちの ）
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連携第３号様式

連携型中高一貫教育に係る

選 抜 結 果 の 通 知 書

令和 年 月 日

学校長 殿

沖縄県立 高等学校

校 長 印

令和 年度県立高等学校の中高一貫教育に係る選抜の結果を下記のとおり通知します。

記

科 名 受 検 番 号 受検者氏名 結果の通知

※ コース制等を実施している学科においてコース等を記入する場合は、科名欄に学科名に続けて記入

すること。
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連携第４号様式

連携型中高一貫教育に係る

入 学 確 約 書

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

受 検 番 号

本 人 氏 名

（自 署）

保護者氏名

（自 署）

このたび、本人が沖縄県立 高等学校 科（ コース）の

入学許可候補者に内定しましたが、相違なく入学いたしますので、本人及び保護者連署の上、

ここに入学確約書を提出します。

上記のことを了承しています。

（ ）中学校

校 長 印
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追検第１号様式

追検査受検希望届

令和 年 月 日

沖縄県立 校長 殿

受 検 番 号

志願者氏名（自署）

保護者等氏名（自署）

令和８年度県立学校入学者選抜における学力検査等（以下、「本検査」という。）を、下記の理

由により受検することができません。追検査を受検したいので届け出ます。

記

１ 追検査を希望する教科等（ただし、本検査で受検できなかった教科等に限る）。

国語 理科 英語 社会 数学 面接等

２ 理由

３ 添付書類

□ 診断書 □ 入院証明書 □ 事故証明書 □ その他（ ）

上記の志願者について、保護者から申し出があり、相違ないことを証明します。

令和 年 月 日

中 学 校 名

校 長 印

＜記入上の注意＞

１ 追検査を希望する教科等については、該当するものを○で囲むこと。

２ 理由欄には、本検査を受検できなかった理由を具体的に記入すること。

３ 添付書類については、該当する書類の□にチェック（✓）を入れること。

※ 病院等が発行する診断書や公的な機関が発行する事故証明書等、本検査を受検できなかった

理由が明確にわかる書類を添付すること。
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参考様式１

障害のある生徒の学力検査等に際しての配慮願い書
令和 年 月 日

（※令和 年 月 日）

[ 特色 ・ 一般 選抜 ]

沖縄県立 高等学校長 殿

（※沖縄県立 高等学校長 殿）

学 校 名

校 長 名 印

受検者氏名（自署）

保護者氏名（自署）

標記の件につきまして学力検査等の受検に当たって、配慮願い書を提出いたします。

記

１ 障害等の状態について （該当する障害等の□に✓を入れる。）

（障害・疾病等に係る診断書、身体障害者手帳等の写しなど、本人の特性・疾病・状況等を示す資料の提出が別途必要）

�視覚障害 �聴覚障害（聴力：右 db 左 db） �知的障害 �肢体不自由

�病弱 �情緒障害 �自閉症（ｱｽﾍ゚ﾙｶ゙ 症ー候群を含む） �その他発達障害

�その他（ ）

※「本人の特性、症状、状況等」は、別途提出する「診断書」または「個別の教育支援

計画」等に記載すること。

２ 学力検査等において配慮してほしい措置（該当する配慮の□に✓を入れる。）

（急な疾病等に罹った場合を除き、中学校等において、継続的（1年以上）に行われている支援内容のみ申請すること。）

�問題用紙等の配慮（�ルビ振り �問題拡大 �解答用紙拡大）

�解答方法等の配慮（詳細： ）

�別室受検（座席指定不可）

�検査場への持ち込み（詳細： ）

�検査場・座席位置等の配慮（詳細： ）

�英語聞き取り検査時の配慮（詳細： ）

�面接時の配慮（詳細： ）

�その他（配慮内容： ）

３ 学校生活において継続的に配慮している措置（中学校の定期考査等で行っている配慮）

�上記２の配慮してほしい措置に✓したすべての項目は、中学校等において継続的（１年以上）に行

っている支援や配慮である。（該当する場合は□に✓を入れる。）

※印欄については、県立学校教育課へ提出時点から志願先高等学校が変更になった場合、追記すること。

－－沖縄県教育庁県立学校教育課受付後、連絡のある受付日・受付番号を中学校で記入すること！－－

沖縄県教育庁
県立学校教育課受付日

令和 年 月 日
受付
番号
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参考様式２

帰国子女等の学力検査等に際しての配慮願い書

令和 年 月 日

（※令和 年 月 日）

[ 特色 ・ 一般 選抜 ]

沖縄県立 高等学校長 殿

（※沖縄県立 高等学校長 殿）

学 校 名

校 長 名 印

受検者氏名（自署）

保護者氏名（自署）

標記の件につきまして学力検査等の受検に当たって、配慮願い書を提出いたします。

記

１ 配慮が必要な理由及びその状態について（帰国子女等の場合、国籍記載のある住民票、パスポート、ビザ、

市町村教育委員会からの編入学許可書の写しなどの書類の提出が必要）

・渡航歴・外国での就学歴・日本語力など本人の状況を記載、学校生活・定期考査における困り感

を具体的に記載

２ 学力検査等において配慮してほしい措置

□問題用紙等の配慮（□ルビ振り）

□解答方法等の配慮 （詳細： ）

□検査場への持ち込み（詳細： ）

□面接時の配慮（詳細： ）

□その他（下枠に記入）

３ 現在、学校生活において配慮している措置

□上記２の配慮してほしい措置に✓したすべての項目は、中学校等において継続的（１年以上）に

行っている支援や配慮である。（該当する場合は□に✓を入れる。）

※印欄については、県立学校教育課へ提出時点から志願先高等学校が変更になった場合、追記すること。

－－沖縄県教育庁県立学校教育課受付後、連絡のある受付日・受付番号を中学校で記入すること！－－

沖縄県教育庁
県立学校教育課受付日

令和 年 月 日
受付
番号
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入 学 考 査 料

課 程 選 抜 方 法 入学考査料 備 考

全 日 制 連 携 型 選 抜 ２，２００円

特 色 選 抜 ２，２００円 ・特色選抜のみの出願は認めない。

・一般選抜と併願し、減免申請書を提出

した者は、これを免除する。

一 般 選 抜 ２，２００円

第 ２ 次 募 集 １，１００円 ・一般選抜に出願し、不合格になった者

は 減免申請書を提出し、これを減額

する。

定 時 制 特 色 選 抜 ９５０円 ・特色選抜のみの出願は認めない。

・一般選抜と併願し、減免申請書を提出

した者は、これを免除する。

一 般 選 抜 ９５０円 ・特色選抜で全日制を併願する場合は、

全日制の入学考査料を支払うこと。

第 ２ 次 募 集 ４７５円 ・一般選抜に出願し、不合格になった者

は 減免申請書を提出し、これを減額

する。

第２次募集のみ受検 ９５０円
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沖縄県立高等学校通信制課程入学者選抜実施要項

１ 方 針

沖縄県立高等学校通信制課程入学者選抜は、高等学校及び中学校教育の正常な発展を期し、公正か

つ妥当な方法で、各高等学校及び学科等で学ぶための能力や適性等を適切に判定し、入学者を選抜す

るために、次の方針に基づいて実施する。

(1) 選抜は、入学志願先の高等学校長（以下「志願先高等学校長」という。）が学校教育法施行規則

（昭和22年文部省令第11号）第90条の規定に基づき、中学校長から送付された調査書その他必要

な書類を資料として行う。

(2) 選抜は、入学志願者が募集定員を超過すると否とにかかわらず行う。

２ 出願資格

(1) 中学校又はこれに準ずる学校、義務教育学校の後期課程又は中等教育学校の前期課程（以下、「中

学校等」という。）を募集年度の３月に卒業又は修了（以下「卒業」という。）見込みの者

(2) 中学校等を卒業した者（以下「過年度卒業者」という。）

(3) 学校教育法施行規則第95条各号のいずれかに該当する者

３ 募集定員

募集定員は、別に定める。

４ 出願期間

出願期間については、県教育委員会教育長（以下「教育長」という。）が別に定める。

５ 出願手続

(1) 志願者は、沖縄県立高等学校通信教育規則（昭和47年教育委員会規則第9号）により定められた

県立泊高等学校又は、県立宜野湾高等学校いずれかの通信制課程を出願することができる。ただし、

県立宜野湾高等学校通信制課程の志願者は、入学後同校で面接指導（スクーリング）を受講できる者

に限るものとする。

(2) 志願者は、入学志願書(通信第１号様式）及び志願理由書（通信第２号様式）を出身中学校長に提

出すること。

(3) 出身中学校長は、入学志願者の提出する入学志願書（通信第１号様式）、志願理由書（通信第２号

様式）、調査書（第４号様式)及び健康診断書（志願先学校長の指示する様式）を志願先高等学校長に

堤出すること。ただし、過卒生が出願する場合においては、出願書類（調査書は厳封）を一式そろえ

た上で、志願者本人が出願する事を妨げないものとする。

(4) 学校教育法施行規則第95条各号のいずれかに該当する志願者は、入学志願書（通信第１号様式）

及び志願先高等学校長が必要と認める書類を添えて志願先高等学校長に提出すること。

(5) 志願者が県外の中学校出身者で保護者も県外に居住している場合には、沖縄県立高等学校全日制・

定時制課程入学者選抜実施要項の「３ 一般選抜」の「(5)出願手続」の規定を準用する。

６ 調査書

調査書については、沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項の規定を準用する。
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７ 選抜の方法

(1) 高等学校に、校長を委員長とする選抜委員会を置く。

(2) 選抜委員会は、出身中学校長から提出された書類等及び面接検査等の結果を資料として選抜を行

う。

８ 面接検査

(1) 期 日

期日については、教育長が別に定める。

(2) 検査場

ア 原則として、志願先高等学校とする。

イ 離島からの志願者については、次の検査場で受検することができる。

久米島高等学校

宮古高等学校

八重山高等学校

９ 合格発表

合格発表については、教育長が別に定める。

10 第２次募集

高等学校長は、合格者が募集定員に満たない場合、第２次募集を行うものとする。

(1) 出願資格

出願資格は前記「２ 出願資格」と同じとする。

ただし、全日制・定時制・通信制課程に志願し合格した者は、出願できない。また、通信制課程に

志願し、合格しなかった同一校には出願できない。

(2) 出願期間 出願期間については、教育長が別に定める。

(3) 出願手続 上記「５ 出願手続」を準用する。ただし、入学志願書は、第２次募集入学志願書（通

信制第３号様式）とする。

11 検 査 場 原則として、志願先高等学校とする。

12 入学手続期間

合格者は、校長の定める期日までに、所定の入学手続を完了しなければならない。同期日内に入学手

続を完了しない場合は、入学を取り消すものとする。

13 その他

(1) 高等学校長は、この要項に基づいて募集要項を作成し、募集年度の10月末日までに県教育委員会

に送付し、学校ホームページに掲載する。

(2) この要項に定めるもののほか、入学者選抜の実施について必要な事項は、教育長が別に定める。

(3) 面接指導（スクーリング）は、泊高等学校においては日曜日又は、月曜日に開設し、宜野湾高等学

校においては、全日制課程との併置のため日曜日のみの開設とする。
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沖縄県立高等学校通信制課程入学者選抜実施要項の

実施に関し､教育長が定める事項等について

１ 出願期間

(1) 出願期間は、令和８年２月２日（月）及び２月３日（火）の２日間とする。

(2) 受付時間は、１日目は午前９時から午後４時、２日目は午前９時から午後２時までとする。

(3) 郵送する場合は、令和８年２月３日（火）までに必着するように送付すること。

２ 面接検査

(1) 期 日

宜野湾高等学校検査場 令和８年２月21日（土）、２月22日（日）

泊 高 等 学 校 検 査 場 令和８年２月15日（日）

久米島高等学校検査場 令和８年２月24日（火）

宮 古 高 等 学 校 検 査 場 令和８年２月22日（日）

八重山高等学校検査場 令和８年２月21日（土）

３ 追検査

インフルエンザなど学校保健安全法で出席停止の扱いが定められている感染症、急な入院等、やむを

得ない事由により、面接を受けることができなかった者は、追検査を受検することができる。

追検査等の期日及びその他詳細については、志願先高等学校が別に定める。

４ 合格発表

(1) 令和８年３月17日（火）に志願先高等学校ホームページにおいて発表する。

(2) 高等学校長は、合格者に対し、その者が入学志願書を提出した中学校長を通じて合格したことを通

知する。
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通信第１号様式

入 学 志 願 書
受検番号

志願課程 通 信 制 課 程

志

願

者

ふりがな

氏 名

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日 年齢 ( ) 歳

現 住 所

〒 - 自宅電話

本人

携帯電話

学

歴

学 校 名 課 程 学科・ｺーｽ 入学・転入年月日 卒業・卒業見込み・退学転出年月

中学校
昭和・平成・令和 年 月

（ 卒業 卒業見込み ）

高等学校

全日・定時・通信

泊午前・泊夜間

昭和・平成 年 月

入学

昭和・平成・令和 年 月

（ 退学 転出 ）

高等学校

全日・定時・通信

泊午前・泊夜間

昭和・平成 年 月

（ 入学 転入 ）

昭和・平成・令和 年 月

（ 退学 転出 ）

高等学校

全日・定時・通信

泊午前・泊夜間

昭和・平成 年 月

（ 入学 転入 ）

昭和・平成・令和 年 月

（ 退学 転出 ）

保保

護

者証

又

は人

ふりがな

続 柄
氏 名

住 所
電話 ( ） -

※泊高校志願者のみ ※泊高校志願者のみ

面接検査希望場所（○で囲む） スクーリング受講希望校（○で囲む）

久 米 島 高 校

本校(泊高校)・ 宮 古 高 校

八 重 山 高 校

久米島協力校

本校(泊高校)・ 宮 古協力校

八重山協力校

私は、貴校に入学したいので、保護者又は保証人と連署の上、出願します。

沖縄県立 高等学校長 殿

令和 年 月 日

志 願 者

保護者又は保証人

＜記入上の注意＞

１ 入学志願書は、コピーしてよいが、修正液、消せるペンは使用しないこと。

２ 年齢は、令和８年３月31日現在で記入する。

３ 学歴は中学校から記入する。

４ 課程は、該当するものを○で囲む。

５ 志願者が未成年者の場合は保護者を、成年者の場合は保証人を記入する。

６ 泊高校志願者は、面接検査、スクーリング希望校の欄をそれぞれ該当するもの

を○で囲む。(スクーリング希望校とは、入学後授業を受ける場所をいう。)

写

真

貼

付

（４cm×３cm）
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）

60
0

50
0

4
00

30
0

2
0
0

1
00

① 通 信 制 を 希 望 す る 理 由

② 本 校 で 頑 張 り た い こ と

③ 卒 業 後 ど う し た い か

以 上 ３ 点 を 踏

ま え て 記 述 し

て 下 さ い 。

通
信
第
２
号
様
式

氏 名 （志 願 理 由 書

40
0

字 以 上 60
0

字 以 内
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通信第３号様式

第 ２ 次 募 集 入 学 志 願 書
受検番号

志願課程 通 信 制 課 程

志

願

者

ふりがな

氏 名

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日 年齢 ( ) 歳

現 住 所

〒 - 自宅電話

本人

携帯電話

出
身
中
学
校

学 校 名 卒業・卒業見込み

中学校 昭和 ・ 平成 ・ 令和 年 月（卒業・卒業見込み）

保保

護

者証

又

は人

ふりがな

続 柄
氏 名

住 所

電話 ( ） -

一般選抜志願先高等学校

※一般選抜（学力検査）を受検

していない場合は斜線を引く

高等学校

（全日制 定時制 通信制）

一般選抜

受検番号

※泊高校志願者のみ

スクーリング受講希望校（○で囲む） ※スクーリング希望校とは、入学後、

授業を受ける場所をいう。

該当するものを○で囲む。

久米島協力校

本校（泊高校） ・ 宮 古協力校

八重山協力校

私は、貴校に入学したいので、保護者又は保証人と連署の上、出願します。

沖縄県立 高等学校長 殿

令和 年 月 日

志 願 者

保護者又は保証人

＜記入上の注意＞

１ 入学志願書は、コピーしてよいが、修正液、消せるペンは使用しないこと。

２ 年齢は、募集年度の３月31日現在で記入する。

３ 出身中学校の卒業・卒業見込みは、該当するものを○で囲む。

４ 志願者が未成年者の場合は保護者を、成年者の場合は保証人を記入する。

写

真

貼

付

（４cm×３cm）
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令和８年度沖縄県立沖縄水産高等学校専攻科（漁業科・機関科・
無線通信科）入学者選抜実施要項

１ 方針

沖縄県立沖縄水産高等学校専攻科（漁業科・機関科・無線通信科）の入学者の選抜は、高

等学校における教育の基礎の上に専門３学科について、学校教育法第58条に基づき高度な知

識・技術を修め、海技及び無線従事者国家試験等を受けるに足る資質と能力のある者を選抜

するために、次の方針に基づいて実施する。

(1) 選抜は、沖縄県立沖縄水産高等学校長（以下「校長」という。）が、出願資格を有する

者の出身高等学校の校長（以下「出身高等学校長」という。）から送付された調査書その他

必要な書類、選抜のための学力検査の成績等を資料として行う。

(2) 選抜は、入学志願者が募集定員を超過すると否とにかかわらず行う。

２ 募集定員

募集定員は別に定める。

３ 推薦入学

(1) 出願資格

ア 専攻科漁業科及び専攻科機関科

次の（ｱ）又は（ｲ）のいずれかに該当する者で、出身高等学校長が推薦する者。

（ｱ）沖縄県立高等学校の海洋漁業系もしくは水産工学系の学科を卒業して１年未満の者

又は募集年度の３月までに卒業見込みの者であって、次のａからｄまでのすべてに

該当するもの（以下「第Ⅰ類志願者」という。）

ａ 在学中に船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則（昭和26年国土交通省令第91

号）第57条による関係教科について17単位以上修得した者又は修得見込みの

者。

ｂ 総トン数300トン以上の実習船（甲区域で従事するもの）による乗船履歴３ヶ

月以上有する者。

ｃ 船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則第四十条別表第三身体検査基準表の合

格基準に該当する者。（海技士身体検査基準表 別表第三 参照）

ｄ 評定平均4.3以上の者。

（ｲ）沖縄県立高等学校を卒業して１年未満の者又は募集年度の３月までに卒業見込みの

者であって、３の(1)のアの（ｱ）のｃ及びｄに該当する者（以下「第Ⅱ類志願

者」という。）

イ 専攻科無線通信科

沖縄県立高等学校を募集年度の３月までに卒業見込みの者で、評定平均4.3以上の者及

び出身高等学校長が推薦するもの。

(2) 募集人員

各学科の募集人員は、当該学科の募集定員の次の割合とし、校長が定める。

ア 専攻科漁業科 30パーセント以内

イ 専攻科機関科 30パーセント以内

ウ 専攻科無線通信科 30パーセント以内

(3) 出願期間及び手続き

ア 出願期間

出願期間については、県教育委員会（以下「教育長」という。）が別に定める。

イ 提出書類

（ｱ）入学志願書（第１号様式）

（ｲ）調査書

（ｳ）健康診断書（第２号様式）

※医療機関が発行したもの。ただし、専攻科無線通信科は募集年度の３月までに

卒業見込みの者については提出を要しない。

（ｴ）入学考査料（2,200円）
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（ｵ）写真２葉（出願の日前３ヶ月以内に撮影した上半身脱帽縦4.5㎝×横3.5㎝のものと

し、裏面に氏名、生年月日を記入する。）

（ｶ）乗船履歴証明書（漁業科及び機関科の第Ⅰ類志願者のみ。）

（ｷ）推薦書

ウ 受付場所

沖縄県糸満市西崎一丁目１番１号 沖縄県立沖縄水産高等学校

(4) 選抜の方法

ア 出身高等学校長から提出された調査書、健康診断書、小論文（漁業科及び機関科のみ）

及び面接の結果に基づき、総合的に判定を行う。

イ 小論文、面接については校長が定める。

(5) 選抜結果の通知及び入学の確約

選抜の結果については、教育長が別に定める。

(6) 合格発表

合格発表については、教育長が別に定める。

(7) 入学手続き

入学手続きについては、校長が定める。

４ 一般入学

(1) 出願資格

ア 専攻科漁業科及び専攻科機関科

次の（ｱ）又は（ｲ）のいずれかに該当する者。

（ｱ）沖縄県立高等学校の海洋漁業系もしくは水産工学系の学科を卒業した者又は募集

年度の３月までに卒業見込みの者であって、次のａからｃまでのすべてに該当す

るもの（以下「第Ⅰ類志願者」という。）

ａ 在学中に船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則（昭和２６年国土交通省令第

９１号）第５７条による関係教科について１７単位以上修得した者又は修得見

込みの者。

ｂ 総トン数３００トン以上の実習船（甲区域で従事するもの）による乗船履歴３

ヶ月以上有する者。

ｃ 船舶職員及び小型船舶操縦者法施行規則第四十条別表第三身体検査基準表の合

格基準に該当する者。（海技士身体検査基準表 別表第三 参照）

（ｲ）高等学校を卒業した者又は募集年度の３月までに卒業見込みの者であって、４の

（１）のアの（ｱ）のｃに該当する者（以下「第Ⅱ類志願者」という。）

イ 専攻科無線通信科

高等学校を卒業した者又は募集年度の３月までに卒業見込みの者。

(2) 出願期間及び手続き

ア 出願期間

出願期間については教育長が別に定める。

イ 提出書類

（ｱ）入学志願書（第１号様式）

（ｲ）調査書

（ｳ）健康診断書（第２号様式）

※医療機関が発行したもの。ただし、専攻科無線通信科は募集年の３月までに卒

業見込みの者については、提出を要しない。

（ｴ）入学考査料（2,200円）

（ｵ）写真２葉（出願の日前３ヶ月以内に撮影した上半身脱帽縦4.5㎝×横3.5㎝のものと

し、裏面に氏名、生年月日を記入する。）

（ｶ）乗船履歴証明書（漁業科及び機関科の第Ⅰ類志願者のみ。）

ウ 受付場所

沖縄県糸満市西崎一丁目１番１号 沖縄県立沖縄水産高等学校

(3) 選抜の方法

出身高等学校長から提出された調査書、健康診断書、学力検査及び面接の結果に基づ

き、総合的に判定を行う。
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(4) 学力検査

ア 学力検査の期日及び時間割

学力検査の期日及び時間割については教育長が別に定める。

イ 検査の場所

県立沖縄水産高等学校及び県立宮古総合実業高等学校

ウ 検査科目

（ｱ）専攻科漁業科及び専攻科機関科

ａ 専攻科漁業科の第Ⅰ類の志願者に対する検査科目は、航海、運用、法規、英語

及び数学とする。

ｂ 専攻科機関科の第Ⅰ類の志願者に対する検査科目は、機関Ⅰ、機関Ⅱ・Ⅲ、執

務一般、英語及び数学とする。

ｃ 専攻科漁業科及び専攻科機関科の第Ⅱ類の志願者に対する検査科目は、英語、

数学、理科（物理、化学及び地学の中から１科目選択）及び小論文、または第

Ⅰ類の検査科目のいずれかを選択する。

（ｲ）専攻科無線通信科

専門科目（共通問題及び選択問題。ただし、選択問題は無線工学の基礎または物

理のいずれかを選択）、英語及び数学とする。

(5) 面接

面接については、校長が定める。

(6) 合格発表

合格発表については、教育長が別に定める。

(7) 補欠合格

補欠合格発表については、教育長が別に定める。

(8) 繰り上げ合格

繰り上げ合格発表については、教育長が別に定める。

５ 第２次募集

推薦及び一般入学試験で合格者が募集定員に満たない場合、第２次募集を行う。

(1) 出願資格

「４ 一般入学」の「(1) 出願資格」に準ずる。

(2) 出願期間及び手続き

ア 出願期間

出願期間については教育長が別に定める。

イ 提出書類

「４ 一般入学」の「(2) 出願期間及び手続き」の「イ 提出書類」に準ずる。

(3) 選抜の方法

出身高等学校長から提出された調査書、健康診断書、学力検査及び面接の結果に基づ

き、総合的に判定を行う。

(4) 学力検査

ア 学力検査の期日及び時間割

学力検査の期日及び時間割については、教育長が別に定める。

イ 検査の場所

県立沖縄水産高等学校

ウ 検査科目

「４ 一般入学」の「(4) 学力検査」の「ウ 検査科目」に準ずる。

(5) 面接

面接については、校長が定める。

(6) 合格発表

合格発表については、教育長が別に定める。
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令和８年度沖縄県立沖縄水産高等学校専攻科（漁業科・
機関科・無線通信科）入学者選抜実施要項の実施に関し、
教育長が定める事項等について

１ 推薦入学

(1)出願期間

ア 出願期間は、令和７年10月１日（水）から、令和７年10月２日（木）までとする。

イ 受付時間は、午前９時30分から午後４時までとする。(但し、12:00～13:00は除く。)

ウ 郵送する場合は令和７年10月２日（木）までに必着すること。

(2) 学力検査の期日及び時間割

ア 期 日

令和７年10月９日（木）とする。

(3) 選抜結果の通知及び入学の確約

ア 選抜の結果については、県立沖縄水産高等学校長が令和７年10月22日（水）までに出身

高等学校長を通じて本人に通知する。

イ 入学確約書は、出身高等学校長を経由して、令和７年10月29日（水）までに県立沖縄水

産高等学校長に提出しなければならない。

(4) 合格発表

令和７年10月29日（水）までに入学確約書の提出があった者について、令和７年12月

11日（木）午前９時に本校で発表する。

時 間 専攻科漁業科・専攻科機関科 専攻科無線通信科

１３：００

～

１４：３０

小論文

面 接

１４：３０～ 面 接
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２ 一般入学

(1) 出願期間

ア 出願期間は、令和７年11月５日（水）から令和７年11月６日（木）までとする。

イ 受付時間は、午前９時30分から午後４時までとする。(但し、12:00～13:00は除く。)

ウ 郵送する場合は、令和７年11月６日（木）までに必着すること。

(2) 学力検査の期日及び時間割

ア 期 日

令和７年11月26日（水）及び令和７年11月27日（木）の２日間とする。

イ 時間割

令和７年11月26日（水）

時 間

専攻科

漁業科

専攻科

機関科 専攻科

無線通信科第Ⅰ類 第Ⅱ類 第Ⅰ類 第Ⅱ類

１

０９：１０

～

１０：１０

英 語 英 語 英 語 英 語 英 語

２

１０：２５

～

１１：５５

航 海 小論文 機関Ⅰ 小論文 専門科目

１１：５５

～

１２：５０

昼 食

３

１３：０５

～

１４：０５

海事法規 執務一般

令和７年11月27日（木）

時 間

専攻科

漁業科

専攻科

機関科
専攻科

無線通信科
第Ⅰ類 第Ⅱ類 第Ⅰ類 第Ⅱ類

１

０９：１０

～

１０：１０

数 学 数 学 数 学 数 学 数 学

２

１０：２５

～

１１：５５

運 用

１０：４５

～

１１：４５

理 科
機関

Ⅱ・Ⅲ

１０：４５

～

１１：４５

理 科 面 接

１１：５５

～

１２：５０

昼 食

３

１３：０５

～

１４：１５

面 接 面 接

(3) 合格発表

ア 令和７年12月11日（木）午前９時本校において発表するとともに、出身高等学校長

を通じて本人に通知する。

イ 合格者は、合格発表日から７日以内に出身高等学校長を経由して、県立沖縄水産高

等学校長に入学確約書または入学辞退届を提出する。

(4) 補欠合格発表

令和７年12月11日（木）午前９時本校において発表するとともに、出身高等学校長を通

じて本人に通知する。なお、補欠合格者の人数は各学科２名以内とする。
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(5) 繰り上げ合格発表

ア (3)のイの入学確約者が入学定員に満たない場合は(4)の補欠合格者の中から繰り上

げ合格者を決定する。令和７年12月19日（金）午前９時本校において発表するととも

に、出身高等学校長を通じて本人に通知する。

イ 繰り上げ合格者は、令和７年12月24日（水）までに出身高等学校長を経由して、県

立沖縄水産高等学校に入学確約書または入学辞退届を提出する。

３ 第２次募集

推薦及び一般入学試験で合格者が募集定員に満たない場合、第２次募集を行う。

(1) 出願期間

ア 出願期間は、令和８年１月14日（水）から令和８年１月15日（木）までとする。

イ 受付時間は、午前９時30分から午後４時までとする。(但し、12:00～13:00は除く。)

ウ 郵送する場合は、令和８年１月15日（木）までに必着すること。

(2) 学力検査の期日及び時間割

ア 期日

令和８年１月21日（水）及び令和８年１月22日（木）の２日間とする。

イ 時間割

令和８年１月21日（水）

時 間
専攻科漁業科 専攻科機関科 専攻科

無線通信科第Ⅰ類 第Ⅱ類 第Ⅰ類 第Ⅱ類

１

０９：１０

～

１０：１０

英 語 英 語 英 語 英 語 英 語

２

１０：２５

～

１１：５５

航 海 小論文 機関Ⅰ 小論文 専門科目

１１：５５

～

１２：５０

昼 食

３

１３：０５

～

１４：０５

海事法規 執務一般

令和８年１月22日（木）

時 間
専攻科漁業科 専攻科機関科 専攻科

無線通信科第Ⅰ類 第Ⅱ類 第Ⅰ類 第Ⅱ類

１

０９：１０

～

１０：１０

数 学 数 学 数 学 数 学 数 学

２

１０：２５

～

１１：５５

運 用

１０：４５

～

１１：４５

理 科
機関

Ⅱ・Ⅲ

１０：４５

～

１１：４５

理 科 面 接

１１：５５

～

１２：５０

昼 食

３

１３：０５

～

１４：１５

面 接 面 接

(3) 合格発表

令和８年２月４日（水）午前９時本校において発表するとともに出身高等学校長を通じ

て本人に通知する。
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第 １ 号 様 式

入 学 志 願 書

年 月 日

沖縄県立沖縄水産高等学校長 殿

本 人 氏 名 印

保 護 者 氏 名 印

貴校全日制課程専攻科に入学したいので、保護者連署をもってお願いします。

志願者

ふ り が な

氏 名 （ 年 月 日 生）

出身高等学校

卒 業

高等学校（ ）科 年 月 日

卒 業 見 込 み

本 籍 地
電話番号

（ ） －

現 住 所
（〒 ）

保護者

（身元

引受人）

ふ り が な

氏 名 本人との続柄（ ）

本 籍 地
電話番号

（ ） －

現 住 所
（〒 ）

本人の

勤務先

所 在 地

勤 務 先
現有資格（ ）

選 択

一般入試で選択する科目に○印をつける。

（漁業科、機関科の第Ⅱ類志願者のみ）

Ⅰ類の専門科目

漁業科：航海・運用・法規

機関科：執務一般・機関Ⅰ、機関Ⅱ、機関Ⅲ

小論文・理科（ 物理 化学 地学 ）

受 検 種 別 推 薦 ／ 一 般 ／２ 次

志 願 学 科 専 攻 科 科

受 検 番 号

受 検 場 所
沖縄水産 宮古総合実業

※推薦入試については「沖縄水産」になります。
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第２号様式

健 康 診 断 書

氏 名
男

女
生年月日

年 月 日生

（満 歳）

身 長
ｃｍ

血 圧
／ ｍｍＨｇ

体 重
ｋｇ

胸部レント

ゲン

直接撮影 間接撮影

（フィルム番号 ）視 力

（ ）内は

矯正視力

右 （ ）

左 （ ）

異常なし

所見あり
色 覚

正 常 ･ ﾊ゚ﾈﾙD-15【 Pass・Fail 】

その他（ ）

眼の疾患

及び異常 異常なし ／ 所見あり

聴 力

正 常 ／ 所見あり

・

５mの話声語の弁別 【 可 ･不可 】

疾病及び身

体機能障害

の有無

異常なし

所見あり

尿検査

蛋

白

糖

潜

血

上記のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日

所在地

名 称

医 師 印

※船員の健康を証明する医療機関で受診してください。
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沖縄県立高等学校の通学区域に関する規則

平成16年５月18日沖縄県教育委員会規則第７号

（趣旨）

第１条 この規則は、沖縄県立高等学校（以下「高等学校」という。）の通学区域（以下「学区」

という。）について必要な事項を定めるものとする。

（学区）

第２条 全日制の課程の普通科（真和志高等学校普通科クリエイティブアーツコース、小禄高等

学校普通科芸術教養コース及び南風原高等学校普通科郷土文化コースを除く。以下この条にお

いて同じ。）の学区は、別表第１のとおりとする。ただし、別表第２に掲げる地域については、

県全域とする。

２ 高等学校の入学者選抜のための学力検査による選抜の結果、合格者の数が学科の定員に達し

ない場合に再度募集が行われるときの当該募集（以下「第２次募集」という。）に係る全日制の

課程の普通科の学区については、別表第１の規定にかかわらず、県全域とする。

３ 全日制の課程の普通科以外の学科の学区は、県全域とする。

（入学志願）

第３条 高等学校に入学（転入学及び編入学を含む。以下同じ。）しようとする者は、その保護者

（親権者又は後見人をいう。以下同じ。）の住所（保護者の生活の本拠地をいう。以下同じ。）

の属する学区内に所在する高等学校に入学しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、学区外の高等学校に入学しようとする者は、その高等学校の入学

定員に100分の10を乗じて得た数の範囲内で、入学することができる。ただし、学区内からの

入学志願者の数が入学定員の100分の90を乗じて得た数に満たない場合は、入学定員に100分

の10を乗じて得た数を超えて入学することができる。

（入学志願の特例）

第４条 前条の規定にかかわらず、保護者の住所が入学の日までに所属学区外の学区に移転する

ことが確実であると認められる者は、移転先の住所の属する学区内に所在する高等学校（以下

「志願先高等学校」という。）に入学することができる。

２ 前項の規定により志願先高等学校に入学しようとする者は、学区外高等学校入学志願書（別

記様式）に保護者の住所の移転を証する書類及び志願先高等学校長が必要であると認める書類

を添えて、出身中学校長を経て志願先高等学校長に提出しなければならない。

（違反者に対する取扱い）

第５条 この規則に違反して高等学校に入学した者については、当該高等学校長は入学許可の取

消しその他必要な措置を講ずることができる。
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別表第１ 全日制の課程の普通科の学区（第２条関係）

学区名 高等学校名 区 域

国頭学区 辺土名高等学校

北山高等学校

本部高等学校

名護高等学校

宜野座高等学校

国頭村、

大宜味村、

東村、

今帰仁村、

本部町、

名護市、

宜野座村、

金武町

名護高等学校の通学区域に恩納村立安富祖及び

恩納小学校区域を加える。

宜野座高等学校の通学区域に恩納村立喜瀬武原

小学校区域を加える。

中頭学区 石川高等学校

前原高等学校

具志川高等学校

与勝高等学校

読谷高等学校

美里高等学校

コザ高等学校

北中城高等学校

北谷高等学校

普天間高等学校

宜野湾高等学校

恩納村、

うるま市、

読谷村、

嘉手納町、

沖縄市、

北谷町、

宜野湾市、

北中城村、

中城村

石川高等学校の通学区域に金武町立嘉芸小学校

区域を加える。

宜野湾高等学校の通学区域に浦添市立港川中学

校区域を加える。

那覇学区 西原高等学校

浦添高等学校

那覇国際高等学校

首里高等学校

首里東高等学校

真和志高等学校

那覇高等学校

小禄高等学校

那覇西高等学校

西原町、

浦添市、

那覇市

西原高等学校の通学区域に中城村及び宜野湾市

立嘉数中学校区域を加える。

首里、首里東及び真和志高等学校の通学区域に

南風原町を加える。

那覇、小禄及び那覇西高等学校の通学区域に豊

見城市を加える。

島尻学区 豊見城高等学校

豊見城南高等学校

糸満高等学校

向陽高等学校

知念高等学校

南風原高等学校

豊見城市、

糸満市、

南城市、

八重瀬町、

与那原町、

南風原町

豊見城高等学校の通学区域に那覇市立那覇、上

山、神原、鏡原、小禄、金城、古蔵、寄宮及び

仲井真中学校区域を加える。

豊見城南高等学校の通学区域に那覇市立鏡原、

小禄及び金城中学校区域を加える。

知念高等学校の通学区域に西原町を加える。

南風原高等学校の通学区域に、那覇市立松島、

真和志、石田、首里、城北、石嶺、松城、安

岡、寄宮及び仲井真中学校区域を加える。

久米島学区 久米島高等学校 久米島町

宮古学区 宮古高等学校 宮古島市

八重山学区 八重山高等学校 石垣市

別表第２（第２条関係）

伊平屋村、伊是名村、伊江村、本部町（水納中学校区域のみ）、うるま市（津堅中学校区域のみ）、南

城市（久高中学校区域のみ）、南大東村、北大東村、座間味村、渡嘉敷村、粟国村、渡名喜村、多良間

村、竹富町、与那国町
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別記様式（第４条関係）

学区外高等学校入学志願書

令和 年 月 日

沖縄県立 高等学校長 殿

（出身学校）

（志願者氏名）

（保護者氏名）

（保護者現住所）

下記のとおり沖縄県立高等学校の通学区域に関する規則第４条の規定により、保護者

の移転先の住所の属する学区内に所在する高等学校へ入学を志願します。

記

志願先高等学校及び志願学科 沖縄県立 高等学校 科

保護者の住

所の移転に

関する事項

移 転 先 住 所

移転予定年月日 令和 年 月 日

移 転 の 理 由

上記のとおり相違ないことを証明する。

年 月 日

学校長 印

添付書類

１ 保護者の住所の移転を証する書類

２ その他（ ）
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学 校 名 学級数 定 員 学 校 名 学級数 定 員

辺 土 名 全 普 通 1 40 開 邦 全 学 術 探 究 5 200

自 然 環 境 1 40 芸 術 1 40

北 山 全 普 通 2 80 那 覇 全 普 通 10 400

理 数 1 40 真 和 志 全 普 通 4 160

本 部 全 普 通 2 80 み ら い 福 祉 1 40

名 護 全 普 通 6 240 小 禄 全 普 通 9 360

フロンティア 2 80 那 覇 西 全 普 通 6 240

宜 野 座 全 普 通 3 120 国 際 人 文 2 80

石 川 全 普 通 4 160 体 育 1 40

前 原 全 普 通 8 320 豊 見 城 全 普 通 8 320

与 勝 全 普 通 4 160 豊 見 城 南 全 普 通 4 160

読 谷 全 普 通 8 320 南 風 原 全 普 通 8 320

嘉 手 納 全 総 合 学 5 200 向 陽 全 普 通 2 80

具 志 川 全 普 通 6 240 理 数 2 80

美 里 全 普 通 5 200 国 際 文 2 80

コ ザ 全 普 通 9 360 知 念 全 普 通 8 320

定 商 業 1 40 糸 満 全 普 通 8 320

球 陽 全 文 理 探 究 7 280 久 米 島 全 普 通 2 80

北 谷 全 普 通 7 280 園 芸 1 40

北 中 城 全 普 通 7 280 宮 古 全 普 通 4 160

普 天 間 全 普 通 9 360 文 理 探 究 2 80

宜 野 湾 全 普 通 6 240 八 重 山 全 普 通 6 240

西 原 全 普 通 8 320 北 部 農 林 全 アグリテクノ 1 40

浦 添 全 普 通 9 360 地域資源ﾃ゙ｻ゙ｲﾝ 1 40

那 覇 国 際 全 普 通 8 320 食品クリエイト 1 40

国 際 1 40 ラ イ フ 創 造 1 40

陽 明 全 総 合 学 6 240 定 農 業 1 40

首 里 全 普 通 9 360

染 織 ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ 1 40

首 里 東 全 普 通 6 240

令和８年度沖縄県立高等学校入学定員

１ 全日制課程及び定時制課程

課 程 ・ 学 科 課 程 ・ 学 科
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学 校 名 学級数 定 員 学 校 名 学級数 定 員

中 部 農 林 全 熱 帯 資 源 1 40 那 覇 工 業 全 機 械 1 40

食 品 科 学 1 40 自 動 車 1 40

園 芸 科 学 1 40 電 気 2 80

造 園 1 40 ｸ゙ ﾗﾌｨｯｸｱー ﾂ 1 40

福 祉 1 40 服 飾 ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ 1 40

定 農 業 1 40 定 機 械 1 40

南 部 農 林 全 食 料 生 産 1 40 電 気 1 40

生 物 資 源 1 40 沖 縄 工 業 全 電 子 機 械 2 80

食 品 加 工 1 40 情 報 電 子 2 80

環 境 創 造 1 40 建 築 1 40

生 活 ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ 1 40 土 木 1 40

八 重 山 農 林 全 アグリフード 1 40 工 業 化 学 1 40

グリーンライフ 1 40 生 活 情 報 1 40

ﾌー ﾄ゙ ﾌ゚ ﾛﾃ゙ ｭーｽ 1 40 南 部 工 業 全 機 械 1 40

ライフスキル 1 40 電 気 1 40

美 来 工 科 全 機械システム 2 80 建 築 設 備 1 40

自 動 車 工 学 1 40 宮 古 工 業 全 自動車機械ｼｽﾃﾑ 1 40

電子システム 2 80 電 気 情 報 1 40

土 木 工 学 1 40 生 活 情 報 1 40

ＩＴシステム 1 40 名 護 商 工 全 工 業 技 術 1 40

ｺﾝﾋ゚ｭーﾀﾃ゙ｻ゙ｲﾝ 1 40 建 築 1 40

美 里 工 業 全 機 械 2 80 総 合 情 報 1 40

電 気 2 80 商 業 1 40

建 築 1 40 地 域 産 業 1 40

設 備 工 業 1 40 八 重 山 商 工 全 商 業 2 80

調 理 1 40 機 械 電 気 1 40

浦 添 工 業 全 情 報 技 術 2 80 情 報 技 術 1 40

建 築 1 40 定 商 業 1 40

イ ン テ リ ア 1 40 具 志 川 商 業 全 ﾘｿﾞｰﾄ観 光 1 40

デ ザ イ ン 2 80 ｵﾌｨｽﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽ 1 40

調 理 1 40 ﾋ゙ｼ゙ﾈｽﾏﾙﾁﾒﾃ゙ｨｱ 1 40

情 報 ｼｽﾃﾑ 2 80

課 程 ・ 学 科 課 程 ・ 学 科
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学 校 名 学級数 定 員

中 部 商 業 全 総合ビジネス 3 120 学 校 名 学級数 定 員

情報ビジネス 2 80 泊 － 250

国際ビジネス 1 40 宜 野 湾 － 80

生 涯 ｽﾎﾟｰﾂ 1 40

浦 添 商 業 全 企業システム 4 160

ＩＴビジネス 1 40

国 際 観 光 2 80

那 覇 商 業 全 商 業 5 200 学 校 名 学級数 定 員

情 報 処 理 2 80 沖 縄 水 産 1 10

国 際 経 済 1 40 1 10

定 商 業 1 15

南 部 商 業 全 流通クリエイト 1 40

ｵﾌｨｽｸﾘｴｲﾄ 1 40

ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙｸﾘｴｲﾄ 1 40

観光クリエイト 1 40

沖 縄 水 産 全 海 洋 技 術 1 40

海洋サイエンス 1 40

総 合 学 4 160

宮古総合実業 全 海 洋 科 学 1 40

生 物 生 産 1 40

食 と 環 境 1 40

生 活 福 祉 1 40

商 業 1 40

泊 定 普 通 午 前 部 3 120

夜間部 1 40

全日制課程 358 14,320

定時制課程 10 400

合 計 368 14,720

（注１)表中「全」は全日制課程、「定」は定時制課程
をいう。

（注２）名護高等学校、与勝高等学校、球陽高等学校、開
邦高等学校の定員には、併設型中学校（名護高等学
校附属桜中学校約40人、与勝緑が丘中学校約80人、
球陽中学校約80人、開邦中学校約80人）からの入学
予定者を含む。

（注３）那覇商業高等学校定時制課程は令和６年度より
募集停止。

課 程 ・ 学 科 ２ 通信制課程

学 科

普 通

普 通

（注４）泊高等学校、宜野湾高等学校（通信制課程）
の定員には、転・編入学等の入学予定者を含む。

３ 専攻科（全日制）

学 科

漁 業

機 関

無 線 通 信
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期日 高等学校長 中学校長 志願者

連
携
型
選
抜

2/2
2/3

連携型選抜願書受付

（本部高校、久米島高校）
（連携型中学・高校間で実施）

連携型選抜志願書類提出 連携型選抜志願書類提出

特

色

選

抜

2/2
2/3

特色選抜願書受付 特色選抜願志願書類提出 特色選抜志願書類提出

2/2
2/3

一般選抜願書受付 一般選抜志願願書類提出 一般選抜志願書類提出

2/3 一般選抜志願状況発表
（県教育庁が行う）

一般選抜志願状況確認 一般選抜志願状況確認

2/6
2/9

志願変更申出受付 志願変更提出 志願変更提出

志願変更願書返却 志願書類受領 志願書類受領
※印欄の記入

志願変更志願書類受付
（志願変更先高等学校）

志願書類再提出

2/17 一般選抜最終志願状況発表
（県教育庁が行う）

3/4
3/5

学力検査（本検査）１日目
学力検査（本検査）２日目

3/4
3/5

追検査書類受付 追検査書類提出 追検査書類提出

3/9 学力検査（追検査）

合格発表
選抜結果の通知
（特色選抜・一般選抜）

選抜結果の確認 選抜結果の確認

令和８年度 沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜出願手続

一

般

選

抜 2/16
2/17

学

力

検

査

結
果
通
知

3/17

①連携型入学志願書

②写真票

③入学考査料 2,200円

①～③志願者が提出した書類等

④連携型選抜志願者名簿

⑤連携高校長が定める書類

①特色選抜入学志願書

②写真票

③住民票謄本等（マイナンバーなし）

④確約及び証明書

⑤入学考査料等減免申請書

※ ③④は提出する必要のある者の

み

①～⑤志願者が提出した書類等

⑥特色選抜志願者名簿

⑦調査書

※配慮関連書類一式も含む。

（提出する必要のある者のみ）

（「学力検査等に際して

の配慮希望者名簿」添付）

①入学志願書

②写真票

③住民票謄本等（マイナンバーなし）

④確約及び証明書

⑤入学考査料等減免申請書

⑥健康診断書

⑦入学考査料

（全日制2,200円、定時制950円）

※ ③④⑥は提出する必要のある者

のみ

※ ⑤は連携型選抜に出願した者の

み。⑤を提出することにより⑦を

免除する。

①～⑦志願者が提出した書類等

⑧入学志願者名簿

⑨調査書

※ 配慮関連書類一式も含む。

（提出する必要のある者のみ）

（「学力検査等に際して

の配慮希望者名簿」添付）

①追検査受検希望届

②本検査を受検できなかったこと

を証明する書類

①追検査受検希望届

②本検査を受検できなかったこと

を証明する書類
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期日 高等学校長 中学校長 志願者

3/18
3/19

第２次募集願書受付 第２次募集志願書類提出 第２次募集志願書類提出

3/19 ２次募集志願状況発表
（県教育庁が行う）

２次募集志願状況確認 ２次募集志願状況確認

志願変更受付 志願変更提出 志願変更提出

志願変更願書返却 志願書類受領 志願書類受領
※印欄の記入

志願変更志願書類受付
２次募集受付高校
↓ 書類提供の連絡

一般選抜受検高校

志願書類再提出

3/23 ２次募集最終志願状況発表
（県教育庁が行う）

3/24 書類交換会

一般選抜受検高校

第２次募集志願高校
①面接の実施
②独自学力検査の実施
※ ②は学力検査を受検しな
かった者

3/27 第２次募集合格発表

選抜結果の通知 選抜結果の確認 選抜結果の確認

第

２

次

募

集

3/23

学力検査を受検した者

①第２次募集入学志願書

②確約及び証明書

③入学考査料等減免申請書

④入学考査料

全日制 1,100円

定時制 475円

※ ②は提出する必要のある者のみ

ーーーーーーーーーーーーーー

学力検査を受検しなかった者

（定時制課程のみ出願可）

①入学志願書

②写真票

③確約及び証明書

④健康診断書

⑤入学考査料（950円）

※ ③④は提出する必要ある者のみ

学力検査を受検した者

①～④志願者が提出した書類等

⑤第２次募集入学志願者名簿

⑥調査書

ーーーーーーーーーーーーーー

学力検査を受検しなかった者

（定時制課程のみ出願可）

①～⑤志願者が提出した書類等

⑥第２次募集入学志願者名簿

⑦調査書

①学力検査成績証明書

②写真票

③健康診断書

④その他必要な書類

※ ③④は一般選抜で提

出のある者のみ

○その他の注意点○

※ 志願者によっては、「自己申告書」、「県外からの入学志願のた

めの許可願」、「県外からの入学志願のため許可に関する身元引受

書（誓約書）」、「学力検査等に際しての配慮願い書」等の提出も

ある。

※ ２次募集での離島と本島間、離島間の出願手続はＦＡＸでも可と

する。ただし、出願書類は速やかに志願校あて送付すること。

※ 離島と本島間、離島間の学力検査証明書の授受は、電話又はＦＡ

Ｘでも可とする。なお、ＦＡＸ送信の際、氏名は記載せず受検番号

で行うこと。また、書類提供校は原本を速やかに送付すること。
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令和８年度沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜出願書類等

１ 連携型中高一貫教育に係る入学者選抜
（出願期日：本部高校、久米島高校 令和８年２月２・３日）
① 連携型入学志願書（連携第１号様式）
② 連携型入学志願者名簿（連携第２号様式）
③ 写真票（特色第３号様式）
④ 連携型高等学校長が定める書類
⑤ 入学考査料 2,200円

２ 特色選抜（出願期日：令和８年２月２・３日）
① 特色選抜入学志願書（特色第１号様式）
② 特色選抜志願者名簿（特色第２号様式）
③ 写真票（特色第３号様式）
④ 調査書（第４号様式）
⑤ 住民票謄本等（マイナンバー掲載なし、続柄あり）

・沖縄本島、古宇利島、瀬底島、平安座島、宮城島、伊計島及び浜比嘉島に在住者する者で、通学区域が県全域ではない

全日制普通科に出願する者

・出願の日前３か月以内に発行されたもの

⑥ 確約及び証明書（第５号様式）
・通学区域に関する規則第２条第１項ただし書の規定により通学区域に関する規則別表第２に掲げる地域から出願する者

・沖縄本島、宮古島、石垣島若しくは久米島の各地域から当該各島に所在する高等学校以外の高等学校に出願する者

⑦ 入学考査料等減免申請書（第10号様式）
・沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する条例施行規則の様式

３ 一般選抜（出願期日：令和８年２月２・３日）
① 入学志願書（第１号様式）
② 入学志願者名簿（第２号様式）
③ 写真票（第３号様式）
④ 調査書（第４号様式）
⑤ 住民票謄本等（マイナンバー掲載なし、続柄あり）

・沖縄本島、古宇利島、瀬底島、平安座島、宮城島、伊計島及び浜比嘉島に在住者で、通学区域が県全域ではない全日制

普通科に出願する者

・志願者が県外の中学校出身者で保護者が県内に在住し通学区域が県全域ではない全日制普通科に出願する者

・出願の日前３か月以内に発行されたもの

⑥ 確約及び証明書（第５号様式）
・通学区域に関する規則第２条第１項ただし書の規定により通学区域に関する規則別表第２に掲げる地域から出願する者

・沖縄本島、宮古島、石垣島若しくは久米島の各地域から当該各島に所在する高等学校以外の高等学校に出願する者

⑦ 入学考査料等減免申請書（第10号様式）
・連携型中高一貫教育に係る入学者選抜の結果、不合格になった者のみ。沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する

条例施行規則の様式

⑧ 健康診断書（第12号様式）過年度卒業者のみとし、募集年度の１月以降に発行されたもの
⑨ 入学考査料 全日制2,200円、定時制950円

４ 第２次募集（出願期日：令和８年３月18・19日）
(1)一般選抜の学力検査を受検した者
① 第２次募集入学志願書（第８号様式）
② 第２次募集志願者名簿（第９号様式）
③ 調査書（第４号様式）
④ 確約及び証明書（第５号様式）
⑤ 入学考査料等減免申請書（第10号様式）

・沖縄県立高等学校等の授業料等の徴収に関する条例施行規則の様式

⑥ 入学考査料 全日制1,100円、定時制475円

・上記⑤を提出した者は減額し、全日制1,100円、定時制475円を納入する

(2)定時制課程に出願する者のうち、一般選抜の学力検査を受検しなかったもの
「一般選抜」の「出願手続」に準ずる。

※志願者によっては、「自己申告書」、「県外からの入学志願のための許可願」、「県外からの入学志願
のための許可に関する身元引受書（誓約書）」、配慮願い関連書類等の提出もあります。
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